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深澤 遍在する邪術,見 えない邪術

遍在す る邪術,見 えない邪術

北部 マダガスカルツ ィミヘティ族社会における

ある邪術告発についての一考察

深 澤 秀 夫*

Some Unconsidered Aspects of Omnipresent and Unseen Sorcery 

      among the Tsimihety of Northern Madagascar

Hideo  FUKAZ AWA

   Although sorcerers (ampamosavy) are favorite topics in daily 
conversation among the Tsimihety of Northern Madagascar, 
nobody dares say that he has actually seen one. Most sorcerers 
are strangers or outsiders  (vahiny) with no kinship relations 

with the inhabitants of a particular village. Although people 
are afraid of this type of sorcerer, they do not react in any 

particular way toward them. 
   In contrast, another type of sorcery (mosavy), caused by 

various evil charms  (eddy ratsy), is a focus of everyday fear, 

especially on a voyage. It is said to be very easy to obtain a 
charm which kills or damages other persons, and wicked persons 
who want to use them are said to be omnipresent. 

   I made five case studies of persons who had either been 
harmed by, or accused of, sorcery during my field work, from 
December, 1983 to February, 1985, and in October, 1986. 
Apart from one case, those suspected of having used evil charms 
were strangers or outsiders. That exception was an ostracized 

young kinsman who had been accused at a village community 
meeting. However, in no instance that I observed was a kinsman 
who followed village community rules and also carried out 
assigned communal works either accused or suspected of sorcery. 

   Therefore sorcery among the  Tsimihety is less an outlet for 
aggression between kinsmen or neighbors than an imagined 
collective representation of an outsider or a stranger who is not of
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the in-group in the Tsimihety social context.

1.問 題の所在

n.ツ ィミヘティ族一主なき稲作一牛牧民一

皿.語 りとしてのく邪術〉とく邪術師>

IV.〈 クス リ〉の存在論

V.フ ィアラバ ・ムニナの論理 と く土地 の

主〉の世界

VI.告 発 されたく邪術〉

1・<ム ラ八分>

2.告 発

3.関 係 のトライアングル

冊.遍 在する〈邪術〉,見 えないく邪術>

1.〈 邪術〉の空間論

2.親 族の ドグマ

3.他 者性の論理

「人間関係に例外なく見うけられる遠近の統一は,こ の場合,簡 潔に言えば以下のような事

情にある。つまり,人 間関係における距離とは,近 くの者が遠くにいることを意味するのだ

が,よ そ者であるということは逆に,遠 くの者が近 くにいることを意味する」[ゲオルグ・ジ

ンメル　1976:104]。

1.問 題 の 所 在1》

　専 門の研 究者でな くとも,マ ダガスカル滞在 の経験 を持つ人 は誰で も,マ ダガスカ

ル人 がさまざ まな く邪術>2}を 行 な い,ま たそれをひど く恐れ ていることを知 ってい

る と述べ ても過言ではない。そ して この ことは,根 も葉 もな い現地話 の戯言 ではな く,

1)本 稿は,1986年6月28日 の国立民族学博物館共同研究会 「アフリカ諸民族の技術誌の整理と

分析」(研 究代表者　和田正平助教授)に おける筆者の発表,「村八分と親族のくうち〉と〈そ

と〉一 北部マダガスカル　ツィミヘティ族社会におけるある邪術告発を巡って一 」を基に

執筆 したものである。この場を借り,発 表の場と機会を与えて下さった和田正平先生及び当日

発表に際し有益なコメントをお寄せ下さった共同研究員の皆様に,深 く御礼申しあげます。本

論文執筆の基礎となった資料は,1983年12月 ～1985年2月,1986年10月,2回 の実地調査に基

づ くものであり,殊 に後者の調査は,昭 和61年 度文部省科学研究費補助金海外学術調査 「マレ

ー型農耕文化の系譜一 内発的展開と外文明からの変容」　(研究代表者　京都大学東南アジァ

研究センター　高谷好一教授)の 助成を受けて実施されたものである。マダガスカルにおける

再調査の機会を与えて下さった高谷好一先生をはじめとする京都大学東南アジア研究センター

の前田成文先生,加 藤剛先生,古 川久雄先生,田 中耕司先生の皆様にも心から御礼申しあげま

す。また,本 論文は,昭 和61年 度 と昭和62年 度文部省科学研究費奨励研究A特 「マダガスカル

を中心とする環インド洋社会の社会構成と世界観に関する社会人類学的研究」の助成による成

果の一部をなすものである。

2)後 述するように,本 稿ではマダガスカル語のmosavyの 訳 として,〈 邪術〉を用いることに

する。多くのマダガスカルの社会においては,他 者に対する間接的な攻撃力の行使をムサーヴ

ィと総称し,そ の行使の意図性と非意図性との区分については,単 語上もまた実際上もさした

る注意や関心を示さない。その一方,調 査者の側からは,ム サーヴィと総称される行為や現象

の中に,ウ ィッチクラフ トとソーサ リーの双方を認めることができる。筆者自身は,ム サーヴ

ィという語が人びとを捉える 「有害な攻撃力への恐怖」の感情の視点から,ソ ーサリーとウィ

ッチクラフトの双方を含むムサーヴィの行為と観念を〈邪術〉の一語によって記述する。
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マダガ スカル語の世界を多少 な りと も,か いま見 るこ とので きるガイジ ンの耳 にも,

〈邪術 〉を巡 る人 び との さざ めきはなお も聞 こえて くるので ある。いわ く,「誰 それは

〈邪術 〉で殺 されたそ うな」,「誰それは,〈 邪術 〉にや られ たせ いで,昔 は御大尽 が,

今 じゃご覧 のとお り左前 さ」,「誰それは,ブ スの くせ に,〈 邪術 〉のおかげで,金 持

ちの旦那をつかまえたのさ」云 々。

　このように,〈 邪術〉がマダガスカル人の日常生活の中で しばしば語 られる事柄で

あるならば,当 然そのく邪術〉を対象 とした研究もまた,少 なからぬものがあろうと

の予測を生む。　しか しながら,筆 者が知 りうる限 り,マ ダガスカル研究の中でソー

サ リーも しくはウ ィッチク ラフ トの 単語 を 標題 その もの に掲げてい る民族誌 は,G.

Gardenierの Witchcraft and Sorcery in a Pastoral Society; the Central Sakalava of West

Madagascar [1976] の唯一冊 だけで あ る。 その一冊 も,内 容 的には 『Sakalava族

の社会 と世界観』 と題す る ことの方が適切であ り,ウ ィッチク ラフ トや ソーサ リーに

充 て られた章 だては一章,一 節 もな く,「占い と呪術」 を見 出 しとする30ペ ージほどの

章 の中でわず かに触れ られて いるにす ぎな い。その他,手 許 にある書誌 の中か ら多少

な りとも〈邪術 〉についてま とま った記述 のあるものをぬ きだ してみる と,Merina

族 及 びImerina王 国時代 にお け るく邪 術 〉を巡 る習慣 とその 探知一告発の 慣行 に

ついて聞き書 きを基 とする歴史伝承集成の中で記 している,

Andriana eto  Madagasikara

R. Callet, Tantaran'ny

(『マ ダガスカルの王族 の歴史」)[1908],そ れ までのく邪

術 〉に関す る断片 的報告 を集 めあ らためてその習慣や観念 を概 観 した,M.　 Danieli,

The witches of Madagascar; a theory of the function of witches and of their organization

based on observations of an existing cult  [1947], マダガスカル人の用いる呪術の目録

兼解説書であると共 にく邪術 〉及びく邪術〉に使用されるくクス リ>3》についても具

体 的に記 している, L. Vig, Charmes, spécimens de magie malgache  [1969], Sihanaka

族地方 の著 名な 〈邪術 〉のひとつambalavelonaに つ いての実態報告を行な ってい

る,  J.-T.  Hardyman, Observations sur la sorcellerie  ((Ambalavelona)) dans la région

de  l'  Antsihanaka  [1974]  , 南部のBara族 社会における葬儀の際の 「混屯」とそれ

に伴なうく邪術〉への恐怖を実地調査に基づいて指摘 している, W. R. Huntington,

Religion and Social Organization of the Bara People of Madayascar [1973],

Bezanazano族 におけ るtrombaと 呼 ばれ る愚依現象 と上記 の ア ンバ ラヴ ェルナを

愚依の一変形として捉えて それ らの社会的機能を論 じた, J. Poirier, Tromba et

3)後 述するように,マ ダガスカル語のodyま たはa6dyに 対する訳として,〈 クス リ〉の単語

を用いることにする。対象に対し何らかの働きかけの力をもつと考えられる物体(通 常の医薬

品もその中に含まれる)が 広 くウディと呼ばれている。
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Ambalavelona chez les Bezanozano, aspectsdes phénomènes de possession à Madagascar

[1987],マ ダガスカルの大衆小説 などに描 かれた く邪術師〉像を分析 して い る,

N. J. Gueunier, Le theme de la sorcellerie maléfique dans la litterature populaire ecrite à

Madagascar  [  1  9  75]  , などの名を挙げることができる。 けれども,こ れらの著作の中

で扱われているく邪術〉やく邪術師〉の多 くは,メ リナ族やシハナカ族或いはマダガ

スカル人を記述の枠として呈示された,言 わば固有名詞のない慣習や一般像である。

J・Poirierは,「 数十のアンバラヴェルナに関する事件が,予 審や判決の対象 となって

いるが,そ の実数はその数をはるかに上まわるものである」[PoIRIER　 l987:283],

と述べ,地 方裁判所における判決を一例,面 接調査によるアンバ ラヴェルナの実行例

を一例挙げている[PolRIER　 1987:283-284]。 　Poirierは,1970年 に 『ベザヌザヌ族

マダガスカルの一民族の社会組織研究への寄与』 と題する1300ペ ージに及ぶ博士論文

をパ リ大学に提出 しており,〈 邪術〉の社会的脈絡 に暗いとは考えられないにもかか

わらず,上 述の論文では単にアンバラヴェルナの事例を示 したに留まり,そ の社会的

背景などについては特に分析を加えてはいない。さらに,先 に触れたGardenierは,

最近の論文の中で,同 じサカラヴ ァ族 について,〈 邪術〉を行使 した人間とそれにや

られた人間との関係及びその比率について報告を行なっている[GARDENIER　 1986:

337-351]。 しか しながら,そ の分析は,特 定の地域社会の中で様々なかたちで生じた

く邪術〉を巡るできごとの総和を母体 としたものではな く,sikidyま たはsikilyと 呼

ばれるアラビア系の極めて算術的な占いの体系4)に おける予測され うる解答のパター

ンと数をコンピューターによって演算的に導 きだしたものが母体である。スキディと

呼ばれる占い技術の体系が,用 意 し提出する解答全体の広がりとその可能性を数字 と

して示 したことにGardenier論 文の意義があるとしても,論 文は,〈 邪術〉やく邪

術師〉が語られ,或 いは表出される社会的過程 と社会的脈絡 に対する情報を何 ら与え

てはくれないのである。では,社 会的な視点をぬ きに,個 別事例としてではなく一般

例 として示されるマダガスカルのく邪術〉研究とは,何 に起因するものなのであろう

か?　 それはもっぱら,マ ダガスカルの文化 と社会を研究する者の側の視点の欠落や

調査の不足といった事柄 に求められるものなのであろうか?　 或いは,マ ダガスカル

4)sikidyは,広 い意味でのアラビア地域を起源とし,フ ランス語では960mancie,(「 種子占い」

「土占い」と一般に訳されている),と 呼ばれる占いの系統に属する占い方法である。植物の種
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　

子 を用 いて,奇 数1と 偶 数2の 点 の4つ の柱 状 の配 列,°.° 　 :　 :::な ど,か ら成 る16
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の形象を作り,そ の形象そのものに与えられた意味と形象の置かれた位置に与えられた意味と

の組み合わせによって様々な問題の原因,予 知,対 処方法などを読み解 く複雑な体系を備えて

いる。マダガスカルにおけるスキディ全般についてはR・ 　Decary[1970]に,960mancie　 ・一般

の解読の体系とその数学的分析についてはR・Jaulin[1966]の 著作に詳 しい。
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地域を対象 とした研究全体の立ち後れに由来するものなのであろうか?

　これらの疑問に対 し,北 部地方のメリナ族の農村において1年 半以上の実地調査を

行なったM.Blochは 次のように述べている。

　他に行使できる攻撃のはけ口が無いため,道 徳上も結びっいた人びとの間で妖術告発が生

じるとする一般的な人類学の理論は,イ メリナ地方においては簡単には当てはまらない。な

ぜならば,そ こでは,大 半の妖術告発は,親 族関係を持たない人びとの間において典型的に

見出されるからである。妖術と親族関係との相関は,両 者の観念の論理の上での相関のレベ

ルにおいて,そ の存在を一層はっきりと認めることができるように思われる。まず何よりも,

親族にあらざる人間は,潜 在的な妖術師と考えられると同時に,そ の妖術をも疑われる,と

いうことである。私の経験では,告 発は(親 族関係を持たない)人 びとがひと所で生活し,

(その結果)本 来ならば親族成員にのみ期待される性質の関係を(相 互に)取 り結ぶことを余

儀なくさせられている状況においてのみ生じるように思われた[BLOGH　 1971:67]。

　 このBlochに よる説明を逆 にたどってい ったな らば,「親族が親族だけで生活す

る状況においては,邪 術や妖術が疑われたり或いはそれらの告発が行なわれることは

ない」との原則論に行 きつくことになる。もし,か かるく邪術〉を巡 る人間関係の原

則論が,単 にメリナー族だけではな く,他 の多 くのマダガスカルの民族集団5)におい

ても同様に見出されるものであるならば,マ ダガスカルのく邪術〉研究における社会

的過程と脈絡への言及 と記述の不足の原因は,研 究者側の問題 というよりは,正 に,

この集合的な観念の特質にこそ求めることができるものと言えよう。すなわち,<邪

術〉が顕在化しうる場 とは,こ のような 「親族だけが共 に住む世界の安全性」の原則

論 に対し,何 らかの他者性や異和性が持ちこまれ抵触 した状況 においてであり,人 び

とが原則論の世界に安住 しうる限 り,〈 邪術〉やく邪術師〉とは,そ の世界の 「外部」

を語 り,表 現するためにだけ使用されるコトバ としてのみ存在すると考えることがで

きるわけである。本論文は,こ の点を出発点 とし,北 部マダガスカル　ツィミヘティ

族の一村落における実地調査資料を基 に,〈 邪術 〉を巡る人間関係の原則論 と社会的

脈絡 との相互作用について考察を加えることを目的とする。

5)マ ダガスカル島民は一般に,フ ランス語でgroupe　 ethnique,マ ダガスカル語でfokoま たは

karazanaと 呼ばれる下部単位に区分されている。 しかし,こ の区分は,居 住地という地理的

枠組,或 いは王国への帰属という歴史的,政 治的枠組などに基づいて慣用的に行なわれている

ものであり,自 称と他称を含め区分された単位の間に,文 化的斉一性や政治的統一性などの共

通の基準があるわけではない。この問題についてはs「Mahafaly　 ta」 を例に,　K・Eggertが 詳

しく論 じている[EGGERT　 l981:149-170]。
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9.ツ ィ ミヘ テ ィ族 一 主 な き稲 作 一 牛 牧民 一

Tsimihety族 は,マ ダガスカル島北西部,　Mahajanga州 の 内陸部一帯 を中心 に居

住す る稲作一牛牧民で6),人 口凡 そ60万 を擁 し7),人 口数 の点で はMerina族,　 Betsi-

misaraka族,　 Betsileo族 に次 いで島内第4番 めの民族集 団の位 置にある。 その言語

は,マ ダガスカル語 北部方言群 に属 し[DoMENIcHINI-RAMIARAMANANA　 l　977:20-

23;VERIN,　 et.　al　 1969:26-83],公 用 マ ダガスカル語(fiteny　 oMcielle)の 基 礎 と

な って いるメ リナ方言を 中心 とする中部方言群 とは,凡 そ1000年 の 分離年代差 が測定

される と言 われ る8)[VERIN　 l969:26-83]。 ツ ィ ミヘテ ィ族の形成史 については詳

らかで はな いが,最 初 に東海岸 方面か ら内陸部 に進 出 してきた人 びと と,そ れ よりや

や遅 れて西海岸 か らや って来たサカ ラヴ ァ族系 の人 びと とが,17世 紀 頃か らSofia川

流 域一帯 に混住 した結果成 立 した集団 と考 え られ ている[MATTEI　 1938:131-133;

ToNGAsoLo　 1985:5--7]。 か つては,　Antandronaと 呼 ばれ る地域 的な首長層 を擁

していたが,ッ ィミヘテ ィ族 と して政治的 に統一 された歴史 を持 ってはいな い。また,

調 査対象 の村落で は,ア ンタ ン ドル ウナの人 びとの名のみを知るだけで,そ れ に対す

る政治的或 いは儀礼一祭祀的求心性は認 あられない。 さ らに,牛 泥棒 を防 ぐためにサ

カ ラヴ ァ族 の王 の行幸 をあおいだ り[MoLET　 l953:140-141],新 しい土地への定住

を承認 す る供犠 をサカ ラヴ ァ族の王の手 によ って執行 して もらう例[WILSON　 l971:

202]が,一 部の ツィ ミヘテ ィ族 の間で報告 されて いるものの,同 村落で はア ンタ ン

ドルウナ と同様,そ の権 力や権威 といったもの も特 に承 認 してお らず9》,現 在 のツ ィミ

6)ツ ィミヘティ族における焼畑耕作,水 稲耕作,畑 地耕作及び牛牧畜の概要とその文化的複合

については,[FuKAzAwA　 l988]を 参照のこと。

7)Giambrone[1975:87-89]に よる推定の人口。 ツィミヘティ族は,19世 紀の後半から西部,

北部,南 部方面へ,移 住と周辺民族集団との通婚を介 して,領 域と人口の双方の面で急激な拡

張を続けている[MoLET　 1959:1-196]。 そのため,仮 に人口増加率を年3%と 見つもった場

合には,1986年 の時点で80万 人を越える計算となる。

8)マ ダガスカル島民の言語は,Makoaと 呼ばれる黒アフリカ系旧奴隷の子孫の一部がバンツ
ー系言語を,Antalaotraと 呼ばれるアラブーコモロ系集団の多くがスワヒリ語を保持している・

二言語併用者であることを別にすると,オ ース トロネシア語族(マ ラヨーポ リネシア語族)ヘ

スペロネシア語派(イ ンドネシア語派)に 属するマダガスカル語ひとつに集約される[DA肌

1951]。 その一方,語 彙,発 音.ア クセント.抑 揚などの面で方言差が顕著に認められ,定 説

はないものの,中 一東部。西一南部.北 部の三方言群に区分される傾向にある[DomSNICHINI-

RAMIARAMANANA　 1977:20-23]。 ただし,異 なる方言群に属する人びとの間でさえ通話は可

能である。

9)調 査村落でも,村 のすぐ近 くの池の水は西海岸地方のサカラヴァ族の王の居住地(doany)よ

り流れきたるものであり,こ の水を日常生活の中で汚してはならないとの呪医(m6asy)の 言葉

を受けいれている。
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図1　 マダガスカルの民族集団の分布と調査地
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表1民 族 集 団 の 人 口 と 増 加 率

民 族 集 団 名 1920年 1975年 増 加 率

ッ ィ ミ ヘ テ ィ

サ カ ラ ヴ ァ

(ア ンタ ンカ ラ ナを含 む)

ベ ツ ィ ミ サ ラ カ

メ リ ナ

140,788

221,919

390,351

961,294

　 573,000

　 520,000

1,ユ65,000

2,000,000

4.1倍

2.3倍

3。0倍

2.1倍

1920年 は[RENEL　 1920-1921]に 基づ く数 字

1975年 は[GIAMBRoNE　 1975]に よ る推定 値

ヘテ ィ族 社会は,無 頭制 としての性格 が支配的であ る。 ツ ィミヘテ ィ,す なわ ち 「髪

を切 らな い」 という名称 の起 こりにつ いても,17～18世 紀 頃,一 人 のサ カラヴ ァ族の

王 の死 に際 し,東 海岸 のべッ ィミサ ラカ族系 の首長の威 光 と勢 力を恐 れた この内陸地

域 の人 び とが,葬 儀のための牛 をサカ ラヴ ァ族 に対 して差 しだす一方,服 喪 の しる し

として髪 を切 るこ とを拒 み,自 分たちの独立性 を示 した故事 に因む もの と伝承 されて

いる[MATTEI　 1938:131-133;ToNGAsoLo　 l985:5-7]。 調 査地 の村 の人 び とも,

自 らをッィ ミヘ ティ と位置づけ,ツ ィミヘテ ィと呼 ばれ る人 びとの間 に,語 彙 ・発音

・アクセ ン トを 中心 とす る ツ ィミヘティ方言の 斉一性 と儀礼 のや り方や禁忌(fady)

を 中心 とする慣習(fomba)と しての文化的 同質性 を認識 してい る10)。

　 19世 紀 まで のツィ ミヘ ティ族 は,西 のサカ ラヴ ァ系王国 と東の ベツィ ミサ ラカ系 の

首長 国 とにはさまれ た小 さな内陸居住 民の集 団にすぎなか った。 ところが,1820年 代

のイメ リナ王 国軍 の北部地方への進攻,1986年 の 占領 フランス軍の同地方 への進駐 と

続 く状況 の中で,19世 紀 末か らツィ ミヘテ ィ族 は,人 口 と領域,双 方の面で急激 な拡

張を開始 した。1920年 か ら1975年 までの55年 間 に,ツ ィミヘテ ィ族 は4.1倍 の人 口増

加率 を示 し,総 入口の点で も隣接す るサカ ラヴ ァ族 のそれ を完全 に上まわ って いる。

その領域 も,西 部 か ら北部及 び南部 にか け,現 在で もなお拡 大を続 けてい る[MOLET

1953:140-141]。 このツ ィミヘティ族 の拡 張は,そ の優}勢な軍事 力 と経済 力を背景

とした典型 的な他民族集団 の侵略や征服 であ った過去 のサカラヴ ァ族や メ リナ族 の拡

10)祖 先 ごと(firazafia)や 供犠(j6ro)の や り方,火 曜日(Talata)と 木曜日(Kamisy)を 農作業

　を中心とする土仕事の禁止の日とする習慣(fomba)な どに,入 びとはその言葉(teny)と 共に

　ツィミヘティとしての斉一性と同質性を認識している。ツィミヘティ族は,親 族同士の男女の

　性関係 と婚姻の双方を禁止し,ま た夫方居住の規範をもつため,女 性が原則として婚出或いは

　婚入することになる。その場合,婚 出先がツィミヘティ族の村である,ま たは婚入 してきた女

　性がツィミヘティ族であるならば,6sikyと 呼 ばれる祝いごと(tsaboraha)な どの際に女性が

　唄う歌の歌詞と旋律は各地のッィミヘティ族の間で共通するため,そ れらの婚入 ・婚入女性達

　は,ま わりの女性達と共に何の障害もな くオシキを歌うことができるという点が,自 分たちの

　文化の同質性を具体的に知ることのできる例として挙げられている。
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張 とは異 な り,武 力 とは無関係 に,移 住 と通婚 を繰 り返 しな がら,近 隣民族集 団 との

間で血 を流 す こともな く,あ たか も 「油が しみわた るがご と くに」行 なわれて いるこ

とに際立 った特色が見 られ る11)[WrLsoN　 1967:133-154,1971:193-208]。

皿.語 りとしての〈邪術 〉と〈邪術 師〉

　 ツィミヘティ族の人 と共に村を離れて旅をする折,そ の出発前に,ツ ィミヘティ族

の文化 と社会のいずれについても参与 と拘束の度合の低いガイジン(vazaha)12)と 分

類 される筆者のような人間に対 しても,ほ とんどその無知を諭すように厳 しく言われ

る事柄がある:

「いいかい,こ れから旅にでかけるけれど,よ うく注意 して聴 くんだよ。旅の途中でね,人

から食事に誘われたり,人 から食べ物を勧められたりすることがあってもね,そ んな時はち

ゃんと断わるんだよ。絶対に,食 べてはいけないよ。だけどもし,私 たちが一緒に食事する

ようなことがあればね,そ の家は私たちの親戚(havana)13}の 家だから,そ の時は上がって

食事をしても構わないよ。それ以外は絶対にだめだからね。 〈毒〉(poizina)に や られるか

もしれないんだよ。ここらには,性 格の悪い人たち(ny　 olona ratsy fanahy)が,た くさん

いるんだからね」。

目的の村に到着すると,再 び私に注意が与えられる:

　　 「いいかね,Aの 家とBの 家は,私 の妻の姉と兄のところだからね,ま だ親戚みたいな人

　　たち(ny　 010fia　karaha　mihavana)だ か ら,こ の2軒 では何時御飯を食べても構わないよ。

　　だがね,お まえがこの村で食事をして良いのは,こ の2軒 だけだからね。忘れてはいけない

11)こ の拡張を可能としまたもたらした事柄にっいてWilsonは,　 a・上からの圧力を嫌う個人主

　義的なツィミヘティ族気質b.個 人または家族を単位とする小規模な移住集団の,故 地との関

　係を保ったままでの,近 隣の空いた土地への移動の繰りかえ しc.近 隣民族集団との積極的な

　婚姻関係の確立と父系イデオロギーによるアイデンティティーの保持の3点 を指摘 してい る

　 [WILsoN　 1967:133-154,1971:193-208]。 けれども,な ぜッィミヘティ族だけがその時期に

　拡張を生 じたのかに対する十分な説明は,現 在までのところなされていない。

12)ガ イジン(vazaha)の 分類規準は,容 貌,こ とにその肌の色の白さにある。 したがって,単

　に見た目がマダガスカル人ではないというだけではガイジンの呼称に値する資格としては不十

　分であり,黒 アフリカ系の人びと.コ モロ人.一 部のインドーパキスタン系の人びとは,む し

　ろ 「黒ん坊」(Makoa)に 分類される傾向が強 く認められる。 最近では,日 本人を含むアジァ

　系の容貌の人間は,フ ランス語の中国人(chinois)に 由来するsinoaを もって呼ばれることが

　多い。

13)「祖先(razana)を 同 じくする人びと」という言葉がツィミヘティ族自身によるhavanaに 対

　する説明である。社会人類学の単語を用いれば,あ る人を起点とするcognatic　descendantsが,

　 このハヴァナのカテゴリーに相当する。また,ny　 olofia　mihavana「 ハヴァナにある人」「ハ

　ヴァナをもつ人」という表現も,ハ ヴァナとほぼ同義である。これに対 し,上 記のハヴァナ同

　士の男女の性関係と婚姻の双方を,mandoza〈 近親相姦〉 として禁止する ツィミヘティ族に

　おいては,自 己の姻族及び配偶者の親族は,vavihaと してカテゴリー化され,「親族ではない

　が,親 族のような人びと」と考えられている。
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よ。ことに,お まえさんはガイジンだからね,お まえさんが歩いていると,ガ イジンさんあ

がって食事してゆきなさいよとかいろいろと言われるかもしれないけれど,ち ゃんと断わる

んだよ。いいね。うちの村はまだ小さな村で,皆 親戚同士だから,そ う悪さする人間もいな

いが,よ その村はそうじゃないからね。人は何をするかわからないから,十 分に気をつける

んだよ」。

　一顧 の面 識だにない人 とで も道で行 き会えば挨拶を交 わ し,食 事 中のところを人が

通 りすがれば,「 食事 してゆ きな さいよ一」(Mandrosoa　 sakafo　 eh!)と 声 をか ける

のが,ツ ィ ミヘテ ィ族及 びマダガス カル人全体の習慣であ る[RUUD　 l970:9-13]。

一方
,「 うちの村」は争 い もな く平和で静 かな小 さな村であ るどころか,「誰 それが,貸

した腰巻 きを返 そ うとしな い」,「誰それが,私 が ものを盗 った と言 いふ ら してい る」,

「誰 それ に,屋 根をふ く茅 の代金 を前払 い したのに,駈 け落 ち して しま った。 お金 を

どう して くれ る」,「 亭主 と別 れたいが,そ れに つ い てはまだ受け取 っていな い婚資

(moletry)の 牛 を支払 え」,「兄 が,あ そ この畑 は 自分たちの父親か らの相続財(lova)

だ か ら,自 分 にも分与 しろ と言 っているが,あ れは俺 自身が拓 いた ものだ」,「誰 それ

は,何 か と言 っちゃあくム ラ〉の共同労働 にでて こな い」な どの事柄 が,3日 とあけ

ず にくムラ〉の集会(voria)の 場 で話 しあわれ るのが現実であるにもかかわ らず,う

ちの村 の 「外 がわ」ではく邪術 〉の危険性 が,常 に人を待 ちかまえているので ある。

　 ツ ィミヘテ ィ族の人 び とは,以 下の ような行為 をmosavy〈 邪 術 〉,そ れを行な う

こ とをmamosavy〈 邪 術をかける〉〈邪術 を行な う〉,そ れ を行な う人間をmpa-

mosavyま た はampamosavy〈 邪 術師 〉と呼んでいる。

　 A.夜,墓 に行 く,或 いはそこで裸 にな って踊 る。

　 B.夜 中,村 の家 々の扉,こ とに人が1人 で住んで いる家の扉,を たたいてまわ る。

　 C.墓 を破壊 し,或 いは これを暴 く。

　 D.人 の死 を願 い,こ れを見 て笑 い,喜 ぶ。

　 E.野 性猫(kary:Felis　 tJbica,　Feliade),　 フ ク ロウ　(voron-dolo),　 ボ ア　(d6:

　 　Acrantohips madagascariensis,.Boidae)な ど と関係 を持 ち,こ れ らの動物を使 って

　　 ある人 の死 や病気,不 幸な どを願 う。 ことに,ボ アが棲 む土 の うらには,tSlny

　 　 と呼 ばれ る精霊がい るとされ,そ こに蜂蜜な どを供え ることによって,同 じ事柄

　　 を願 うことがで きる。

　 F.後 述 するaody　 ratsy〈 邪 悪な クス リ〉を用いて,人 を殺害 し,病 気 に し,或

　　 いはその物を奪 う。

　 ッィ ミヘ ティ族の人び とによれば,こ のAか らFま での事柄 は,亡 くな った人が 目

に見え るか たち とな って現われたlolO,山 野 に住み背の低 い髪の長 い女性の姿 を した
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kalanoro,川 に住 み髪 と爪 の長 い女性 の姿 を して人 を襲 うzazavavi-(an)dranoな

ど,〈 もの 〉(raha)と 総 称 され る存在 によ って引 き起 こされ るので はな く,ま さに

生 きて毎 日の生活 を営んで いる人間(olofia)自 身 が,こ れを行 な うものであ る。 けれ

ども,人 び とは,こ れ らの事柄 がその行為者 によって,意 図 して(mikasa,　 amin'ny

fikasafia)行 な われ たものか どうか につ いては,必 ず しも明確 な答 えを用意 して いる

わ けではな い。む しろ,ツ ィミヘテ ィ族 の人 び とは,単 に言葉 の レベル においてソー

サ リーとウィ ッチ クラフ トとの区分 を行なわな いだ けではな く,ソ ーサ リー とウィッ

チクラフ トのよ って来 たる 「力」 の出所 とその あ り方 につ いては,さ ほどの関心 を向

けな いのであ る14》。人 びとは,Aか らFま での行為 はすべ てく邪悪 〉(ratsy)で あ り,

また く許 し難 い〉(tsy　ma両ary)事 柄 と見な している。ひ と昔前であれば,　Aか らF

の行為の容疑 に関す る告発は,村 の土地の神(zanahary)と 祖 先(razana)に 対 し誓

願 のための供犠(tsikafara)を 行 な うIokambatoま た はtofiyと 呼 ばれ る石 の前で,

〈土地の主 〉(tompon'tany)の 中 の長老 男性 の立ち合 いのもと,告 発人 と被告発人

の双方 に対 し,tangena(Cerbera　 venenzfera,　Apocynaceae)と 呼 ばれる小灌木の有毒の

実 を砕 いた もの と金粉 とを蜂蜜 と共 に服用 させ,死 んだ人間 の言葉 を偽 とす る試罪 に

よ って判定 され るべ き事柄であ った15)。 しか しその一方,Aか らFま での く邪術 〉

の行為 内容 につ いて は,そ れを 口にす る時の人 び との語 り口及 びそれ に対す る恐怖 の

度合 ない し警戒の度合か ら見た場合,そ こには明 らかな差異 が認 められ る。

　 〈邪術師 〉 とい う単語 その ものは,日 常生活の 中で も,「 おまえは意地 が悪 い」 と

の意味 を冗談 めか して直接相手 に言 った り,或 いは 「女 に髭 があった ら,そ りゃく邪

術 師 〉だぜ」 と普通の人間であれ ばあ りうべか らざる ことを表現 する際な どにも用 い

られている。 けれ ども,通 常最 もよ く耳 にす るく邪術師 〉への言及 は,先 にも触 れた

よ うな言わ ば 「〈邪術師 〉ぱな し」の語 りを装 ったもので ある。

　 「どこそ この村の誰それは,夜 中にな ると墓 に行 ってい るそ うだ」,「この村ではそん

な ことはな いが,隣 り村 じゃあ,夜 中 にな ると村 はずれ の教会 の裏手 に,〈 邪術 師 〉

が集 ま って話 を して るって ことだ。 どこそこの村の誰それは,そ れを見 たそ うだ」,

「隣 り村の,ほ ら,× ×て婆 さん は夜 中になる と1人 で 出歩 いて いるって さ」,「町はず

14)サ カラヴァ族では,邪 悪な力を付与された物体をvoriky,他 者 を害する行為者の神秘的かつ

生得の力をtolakyと 呼び,ソ ーサリーとウィッチクラフ トとの区分が認められると報告され

　ている[GARDENIER　 l986:338-339]。

15)タ ンゲーナによる試罪は,1823年 のイメリナ王国軍のツィミヘティ族領への進入以降,メ リ

　ナ族によって導入され,そ れ以前のツィミヘティ族の試罪方法は,熱 湯に被疑者の手をつけさ

　せ,そ れによって皮がはがれたか否かを有罪と無罪の判定基準とするものであったと報告され

　ている[TRALBoux　 l903:236]。
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れの並木道 は,発 電所 の止ま る11時 を過 ぎてか ら通 ると,〈 邪術師 〉に襲 われ るって

んで有 名だ。 町のガイジ ンの神父 さん もそれを見 た と言 ってる」,「町のむ こうの共同

墓地の下の道を夜通 る と,そ こにく邪術師 〉が集 ま って踊 っているのが見え るぜ」 と

い うよ うに,常 に第三者 の目撃 や証言,〈 うちの村 〉以外 の人 と場所,伝 聞或 いは匿

名や無名 に基 づ く一般論 などの形式を介 してく邪 術師〉は現 われ,人 び との間で了解

され る。 ここで語 られ ているく邪術師 〉の意図性 について人 び との考え る ところは一

致 していない上,そ の行為 が意図 的で あるか否か については,ほ とん ど関心が向 けら

れては いない。 ところが,「 で は,あ なた自身 は,そ のく邪術師 〉を 自分の眼で見 た こ

とがあ るのですか」とそれを語 った人 に質問 を向 けれ ば,「 いや,自 分は いまだかつて

一度 も見 た ことはないが
,皆 が(或 いは,誰 それが)そ う言 って いる」 と答え る点,

及 び 「それでは,そ のく邪術師 〉は,人 間 に対 して何をす るのですか,例 え ば,あ なた

を殺 した り病気 に した りす るのですか」 とさらに尋ね れば 「う一ん,そ うい うわ けで

はないが……」 と答え る点 にお いて,人 び とは意見 の一致をみ るこ とにな る。 これ ら

のく邪 術師 〉についての語 りが,昼 と夜16),町 や 村の中 とその周辺,町 や村 と墓地17),

う ちの村 とよその村,と いうツィ ミヘテ ィ族 の世界観上 の時間 と場所の対立項を基礎

と して表象 されていることは,容 易 に理解 され る。 したがって,Aか らDの 事柄 を行

為 す る〈邪術 師〉の姿 は,「我 々」に対す る他者性 や外部性或 いは周縁 性と して存在 し,

も ちろんかかるく邪術師 〉も等 しくく邪悪 〉であ り,人 び とによって恐怖の感情 を も

って受け とめ られてはいるものの,日 常生活 の中で は直接的な攻撃力 と しては捉 え ら

れていない,言 わば心像 として繰 りかえ しかたちつ くられてゆ くだ けであ る。

　 これ に対 し,EとFを その行為 内容 とす るく邪術師 〉につ いては,単 な る 「〈邪術

師 〉ぱな し」 の語 りの枠を越え,人 は病気 や横死 などの被害の矢先が直接自分 にも向

け られる ことのあることを鋭 く意識 し,そ の恐怖感 が入 びとを具体的な防衛 のための

行動へ と導 いている。

16)ツ ィ ミヘティ族の人びとは,月(davolafia)の 光の明るい夜を好み,そ のような風の弱い晩

　 には,屋 外に莫藍を広げて夕食をとったり[cf.　MArml　 l938:138],子 供達が戸外で夜遅 く

　 まで遊んだり,或 いは農繁期であれば稲刈りを行ない,農 閑期であれば男達が,猪.テ ンレク.

　 うなぎを獲 りに野や山や川に出たりする。 したがって,人 びとが真に恐れるのは,月 明りのな

　 い夜,こ とに新月の夜と闇である。〈邪術師〉の霊の想依もしくは降霊と報告されるtromba

　 ratsy〈邪悪な トルンバ〉の別名をもつmasoantokoに 係わる儀礼は,こ の新月の夜に行なわれ

　 る。ただし,〈 邪術師〉は,月 夜でも活動するものと語られている。

17)ッ ィ ミヘティ族の祖先の墓は一般に,村 から望むことのできる山や丘の頂または中腹に造 ら

　れている。 その土地の開祖(lohan'omby)と その子孫であるく土地の主〉(tompon'tany)の

　 男女が埋葬されている祖先の墓は,王 国を構成したことのないッィミヘティ族にとってもメリ

　 ナ族同様[cf.　BLocH　 1971:105-137],時 系列上は祖先に集約される文化的 ・社会的な正の価

　値を具現した共同の記念碑として存在する一方,地 理的な配置からは明らかに村の外に位置し

　ている。
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　 1983年9月,定 住調査のたあの村落選定を目的として,最 終的に調査対象の村落を

定めたB県 に隣接するM県 の同じツィミヘティ族の人びとの間で予備調査を行な って

いるときのことである。私が,こ れからB県 に行 くつもりであると告げると,何 人か

の人びとは 「ああ,あ そこの町の人達は〈邪術〉をやるからねえ,気 をつけなさいよ」,

「あそこの町を通る時は,あ たしはいつも怖 くてね。何せ,あ そこにゃく毒 〉をやるの

が多いからね。あたしゃあの町を通る時はいつも弁当を持ってゆ くことにしてさ,町

中じゃ一切の物を口にしないようにしているんだよ」 と親切 に注意や忠告を与えて く

れた。

　では,そ のB県 の人びとが実際にどうであるのかと言えば,本 章の冒頭にも記 した

ように,「 うちの村では大丈夫だが,他 所では」 との言葉を全 く同じように,私 に対

して投げ返 してきたのである。要は,B県 に住むツィミヘティ族の入びとがことさら

にく邪悪〉なわけでも,こ こらへんの人びとがことさらにく邪悪 〉なわけでも,ま た

隣り村の人びとがことさらにく邪悪 〉なわけでもない。 言い換えれば,「 内」 に対す

る 「外」が,B県 のツィミヘティ族やここらへんの人びとや隣 り村の人びとという形

で個別的に表われ,そ の 「外」に対 しては集合的に,〈 邪術〉の行使をも想定するこ

とのできる非親和的な属性が与えられているわけである。

　 しかしながら,ツ ィミヘティ族世界観の中における反人間 としてのく邪術師〉の存

在する場所が同一であるとしても,ま たそれゆえ等 しくく邪術師〉はく邪悪〉である

と人びとによって捉えられているとしても,日 常生活における直接的な攻撃力に対す

る恐怖の視点からは,Aか らDを 行為内容 とするく邪術師 〉とEとFを 行為内容 とす

るく邪術師〉との間に,一 線を画することができるのもまた事実である。後者のく邪

術〉及びく邪術師〉に対する恐怖は,そ の攻撃力の直接性と個別性に根ざ しており18),

その実行を人びとにとって疑いのないものとしているのが,〈 クス リ〉(a6dy)の 存

在である。

18)Eに おける,野 性猫.フ クロウ.ボ アなどの動物と〈邪術師〉との関係については,〈 邪術

　師〉がそのような動物達を仲間として連れている,或 いはボァの棲む穴,蟻 塚,か らまった蔦

　にはtsinyと 呼ばれる悪霊が潜んでいるとの報告がなされている[MATTE　 I　 1938:161,172]。

　調査地では,こ のツィー二を用いて第三者に対し思うことを成 し遂げようとするく邪術〉を特

　に,tolakaと 呼んでいるが,〈 邪術師〉とそのような動物との関係及びそのような動物の役割

　についての認識は極めて曖昧である。ボアの穴の中に居るツィー二の存在を語る人 もいる一方,

　単に両者の結びつきだけを語る人もいる。さらにまた,な ぜこれらの動物だけがく邪術師〉と

　の関係を語られるのかについて,人 びとの説明は得られていない。ただ,野 生猫 ・フクロウ・

　ボアには,野 性動物(biby　 dia)で あ り夜行性であると同時に,鼠 やニワトリを狙って村の内

　部に時として姿をあらわすという共通の特徴が認められる。ツィミヘティ族の習慣によれば,

村内,こ とに家屋内に入って来た野性動物は,こ れを殺さなければならない。
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IV.〈 クス リ〉の存 在 論

　 a6dyは,メ リナ方言を 中心 とす る中部方言群 におけるodyの 北 部方 言系 の誰 音形

で ある。ウデ ィにつ いて各辞典 は,「薬(amedicine),呪 物(a　charm)」,[RlcHARDsoN

1967:453],　 「薬(rem壱de),呪 物(charme),邪 術(sorcellerie),予 防す る もの

(pr6servatif),護 符(amulette)」[f!"コINAL　 et　MALzAc　 l　955:456],「 幸 福 をもたら

した り,万 が一 の際 には,災 いを防 ぐ力を持つ と人 び とに認 められてい る木片 や管玉

のよ うな物体 など」[RAJEMIsA-RAoLlsoN　 1985:773]と 説 明 を加 えて い る。 この

ウデ ィをめ ぐる意味論上 また属性 上の問題 点につ いては,ノ ル ウェーの民族 一言語学

者 のDahlが 次 のよ うに的確 に述べ ている。

　この語(ウ ディ)を,フ ランス語に翻訳することは困難である。なぜならば,ウ ディとい

う単語は,意 味論上極めて広い領域を覆っているからである。ウディは,お 守りとか護符と

か偶像とかを意味すると共に,聖 なる属性を備えた物体など,要 するに良かれ悪 しかれ大き

な変化を生みだす呪的力,或 いは平常状態を保つために,そ のような呪的力を無効化する呪

的力を持つものと考えられているあらゆる物体を指 している。できうる限りこの単語の持つ

意味の多様さを表現するため,ウ ディを呪物と訳すことにするが,具 体的な物体を指してい

ることを明らかにしておこう。この単語はまた,呪 術だけに限られたものではない。未開の

マダガスカル人は,我 々が行なうような自然と超自然との閤に区分の線を引くということを

しないため,し たがって,薬 草から成るくすりも,良 い面での変化を生み出す力も持てば,

また悪い面での変化を生み出す毒としての力も備えているわけである。 くすりと毒は,ウ デ

ィの一語の中に,様 々な呪的要素と同じレベルで含まれている。……今日では,大 方のマダ

ガスカル人が,ウ ディの派生語であるfanafodyを,ヨ ーロッパ流の 「医薬品」を表わすた

めに用いる傾向にある。しかしながら,こ の薬とお守りとの区分は,最 近のものである。こ

の派生語は,先 頭に唇音を持つ第二の語根(fody)にfana一 という接頭辞が加わって形成さ

れている。この第二の語根は,幾 つかの方言の中で,戻 すを意味する動詞mampody,戻 る

を意味するmimpodyを 作 るために用いられている。したがって,も しこの二つの同音意義

の語根が,同 一のものであると考えることが正 しいならば,fanaf〈)dyと は,暗 に 「正常な

状態」へ 「戻す」または 「戻させるための手段」を意味していることになる19》。 そ してこ

のことは,呪 物の果たす多様な機能のひとつであり,ま た医薬品の果たす唯一の機能である。

以上のように,語 源的に考えることによって,フ ァナフディが,昔 は確実にまた一部の地域

では現在でも,自 然と超自然との区別なく,「 くすり」を表わすために用いられてきたとい

うことがわかるであろう[DAHL　 1969:12-13]。

ッ ィ ミヘテ ィ族の人び とのa6dyに 対 す る考 えを集約 すれ ば,　 Dahlが 指 摘す るよ

19)fanafodyの 語 源 につ い てRichardsonは,　 afaka:～ か ら自 由な,を 語 根 とす るfanafa(ha)na

　 +ody,す な わ ち 「呪 物 の 力を 無 効 に す る もの 」 とい う意 味 の複 合 語 で あ る との立 場 を,多 少

　 の 不 確定 性 を認 め な が らも,と って い る[RlcHARDsoN　 1967:5]。
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うに,対 象 に働 きかけ,何 らかの変化を もた らす或いは逆 にそのような変化の生 じる

こ とを おさえ る力を もつ 物体 に対す る社会的思考 とい うことがで きる。 したがって,

誰 もが 〈クス リ〉の作 り方 を知 っているわ けではな いものの,そ の使 用方法 さえ学べ

ば,誰 もが これを効 果的 に用い ることがで きるこ と20),〈 クス リ〉その ものは固体で

あれ液体であれ粉末 であれ,い ずれ にせ よ目で見 るこ とので きる物体(zavatra)と 考

え られて いること,そ して,〈 クス リ〉その もの につ いては,〈 良い 〉(tsara)<悪

い 〉(ratsy)の 道 徳性 の判断 はさ しはさまれて いない こと,以 上の3点 に〈クス リ〉

につ いてのツ ィ ミヘテ ィ族 の,或 いはおそ らくマダガスカル人全 体の,考 え方 の特徴

があ る。 このく クス リ〉の効能 が及ぶ領域 は極 めて広範囲であ り,外 傷 ・潰瘍 ・サソ

リや クモによ る咬傷 ・発熱 ・頭痛 ・歯痛 ・咳 ・腹痛 ・下痢 ・嘔吐 ・回虫 の駆除 ・ビル

ハ ルツ住血吸虫症 ・淋 病 ・堕胎 ・媚薬 ・惚れ薬 ・夫や妻を手 も とにひ きとめ る ・子供

を丈夫 に育て る ・牛泥棒 な どを防 ぐ ・雷 を しず め落雷 を避 ける ・様 々な災害 か ら村 を

守 るなど[cf.　MATTEI　 I　938:172-175],必 要 のあ るところにく クス リ〉あ りと,述

べ ても過言 ではな い。 その上で,〈 クス リ〉は,そ の使用の 目的 と意図 にしたが って,

〈良 いクス リ〉(a6dy　 tsara)と く邪悪 なクス リ〉(a6dy　 ratsy)の2つ のいず れかに

分類 され る。 〈クス リ〉その ものは,先 述 したよ うに力を内在す ると考え られる物体

で しかな く,〈 良 い〉か〈邪悪 〉かは,そ れ を使用す る人間が介在す ることによ って,

は じめて生 じる道徳 的正当性 の問題で ある。 その道徳的正 当性の判断の基準を,<ク

ス リ〉の効果や作 用 という機 能性 と切 り離 して単純化すれ ば,第 三者 にもその使 用を

公 にで きるものは く良 いクス リ〉で あ り,逆 に,第 三者 に対 しその作 製,所 持及 び使

用 を公 にす ることので きない ものはく邪悪 なクス リ〉であ る と言 うことがで きる。例

えば,媚 薬 と惚れ薬 とは共 に,a6dy　 fitia(vana),す な わ ち〈愛の クス リ〉と呼ばれ,

〈 クス リ〉自体 の作用 も近 くに位 置 してい る。 けれども,媚 薬 は第三者 にその使 用を

語 った としても一時の笑 いを誘 う程 度で,特 に問題 を生 じな いの に対 し,惚 れ薬 は第

三者 にその使用な どを話す ことが庫 られ るだけではな く,あ る人 に面 と向か ってその

使用 を指摘 した とす るな らば,け んか にな るか或 いはことはくムラ〉の集会 へ提訴 さ

れ ることにな る。 この場合,媚 薬 はく良 いクス リ〉であ り,一 方惚 れ薬 はく邪悪な ク

ス リ〉で ある。 さらに,先 述 したタ ンゲ ーナ も,そ の実 には服用すれば死 に至 る毒 の

ある ことが,人 びとによって知 られてい るに もかかわ らず,試 罪 という公 の場におい

て使用 され る限 りく良 いクス リ〉であ り,仮 にそれ以外の場で人の毒殺 に用い られれ

20)〈 クスリ〉を侵る知識と技術は,親 一子関係や親族関係によって継承されることがある。け

　 れども,〈 クス リ〉の作 り手と〈クスリ〉の使い手との間にはあるべき関係が設定されていな

　 いため,両 者が同一人物でも,前 者が後者に贈っても,或 いは後者が前者から購入しても良 く,

　 その使用方法さえ会得されているならば,〈 クス リ〉そのものの効力に変化はない。
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ば,そ れは立派 なく邪悪な クス リ〉であ る。 また,ガ ソ リンはガ ソ リンと して使 用 さ

れ る限 りはガ ソ リンで しかな いが,人 が これを飲食 物 に混入 さ せ れ ば,ガ ソ リンも

く邪悪 なクス リ〉のひ とつ く毒 〉とな るのであ る。 このため,〈 クス リ〉の製法 と処

法 に最 も精通 しているく呪医 〉(m6asy)21)に 対 しては,そ の治療者 と しての側 面 に対

する評価 とく邪悪な クス リ〉を も調合で きる能 力を持つ く邪術師 〉と しての側面 に対

す る恐怖 と猜疑,人 び との感情 が相半 ば している。

　 〈邪悪な クス リ〉とは,す なわ ちく邪術 〉にお いて用 いられ る物体であ るが,何 が

く邪悪な クス リ〉であ るか についての人 び との認識 は,

　 a.ガ ソ リン ・殺虫剤 ・殺鼠剤 ・ライターの石な ど具象 的であ るだけで はな く,町

の店で売 られ,日 常的 に人 び とに知覚 され ているもの,

　 b.moharaと 総 称 され る牛 の角の 中に様 々な 詰 め 物を した 物体[cjl　VIG　 1969:

17-155]・ 木 偶 な ど木 を彫刻 した物体 ・木片 な どを綴 り合わせ た物体 ・植物繊維を 編

んだ物体 ・人間や動 物の歯 や骨 など,同

じく具象的ではあ るものの,日 常 的には

殆 ど目にふれ る機 会が無 く,そ の もの自

体の くクス リ〉と しての属性 についての

知識の共有度の低 いもの,

と に分かれて いる。

　 ここで,筆 者 自身が,1983年9月 のM

県 にお ける予備調査の過程で実見 す るこ

とので きたb系 のく邪悪 なクス リ〉の具

体例を写真 と共 に示 してお く。 これ らの

く邪悪 な クス リ〉は,東 海岸 のMaroa-

ntsetra近 郊 の 村か らや って 来 たべッィ

ミサ ラカ族 出身の一人 のく大呪医 〉が,

M県 内の ツィ ミヘテ ィ族 の村 々をまわ り,

〈邪 術狩 り〉を行 な って集 めた もので あ

り,こ れか ら廃棄処 分 にす るところであ 写真1

21)m6asyは,「 聖 な る力 を 持 つ人 」(ny　olofia　manan'kasina)で あ り,暦 を 読 み運 命(vintana)

　 を 調べ る,先 述 したsikidyを 操 作 し物事 を 占 う,〈 クス リ〉を 調合 す る,以 上3つ の事 柄 を よ

　 く し,こ とに そ の能 力 の秀 れ た く大 呪 医 〉(m6asi-be)は,予 知 能 力(mahay　 ny　ho-avy)を も

　 備 えて い る。 モ ア シの能 力 に つ いて は,生 得 的 か不 明 確 な もの の,少 な くと も親 一 子 関係 や 親

　 族 関係 に基 づ い て世 代 的 に 継 承 され て ゆ く もので はな い 。人 び とに よれ ば,〈 大 呪 医 〉の 数 は,

　近 年 著 し く減 少 して い る。
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写真2 写真3

写真4 写真5
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写真6

ると言 われ る。 それぞれ のく邪悪な クス リ〉につ いての説 明は,そ のく大呪医 〉自身

が加 えた もので ある。　　　　　 　　　　　　 　　　 ,

　 写真1:様 々なく邪悪な クス リ〉。牛の角の中 に詰め ものがなされ た物体 は,<呪

医 〉(ombiasy)22)や く もの ごとのわか る入>23》 が使 うものであ るが,あ る人の子 供や

一族(taranaka)24)が 死 ぬ ようにとの 目的のため にも用 い られる。 ラフィヤ椰子の繊

維 で編 まれた籠 状の物体 は,学 生 に対 しては試験 に通 らないよ うに,大 人 に対 して は

米倉 に米 が どん なにた くさん あった として も,一 年 も経 たない うちに無 くな るように

との 目的のために用 いられ る。右上角の,ラ フィヤ椰子 の葉柄 を割 り貫 いた箱状の物

体 は,棺 の模型で あ り,'こ れひ とつで大人5人 を死 に至 らしめる力を持つ。右下角の,

鈴 のついた杖 は,こ の鈴 を村の 中で鳴 らす と,人 はすべて眠 りにおち,眠 らな い人で

も動 けな くな り,逆 にその土地のすべてのく邪 術師 〉が目ざめる・

22)m6asyが ツ ィ ミヘ テ ィ族 本来 の く呪 医 〉に 対す る名 称 で あ り,　ombiasyま た はombiasaは

　 他 の方 言 群 に お け る 同名 称 で あ る[FARIDANoNANA　 l977:82;THoMAs-FATTIER　 1982:332]。

23)mahay　 rahaす な わ ち 「もの が わ か る」 が 原 義で あ る。 〈 もの 〉 とは,様 々な 習慣(f()mba)・

　 伝 承(tantara)・ 歴 史(korana)・ 演 説(kabary)・ こ とわ ざ(ohabolaha)な どの 諸 般 に わた る知

　 識 と,こ と に く ム ラ〉 の共 同 生 活(丘araha-monina)を わ きまえ 行 動 す る こ とを 指 して い る。

　 〈 もの がわ か る人 〉 と は一 般 に,年 長 の 男 性 の こ とで あ る 。

24)taranaka,「 世 代,子 孫」[RlcHastDsoN　 1967:628],「 子 孫,あ る人,動 物,植 物 な ど 同 じ

　 源 に 由来 す る人 び と」[ABINAL　 et　MALzAc　 1955:684],「 一人 の人 間 か ら生 まれ た 子 供 た ち,

　 そ の孫,そ の 孫 の 子 供 と続 い て ゆ く人 び との 集 ま り」[RAJEMIsA-IAoLlsoN　 1985:929]。 タ

　 ラナ カ は,中 部 方 言 群を 中心 とす る 名称 で あ り,　 ツ ィ ミヘテ ィ族 で は,あ る人 の 男 系子 孫

　 agnatic　descendantsも し くは共 系 子 孫cognatic　 descendantsを 指す,　 tarikyの 語 が それ に相

　 当す る[cf.　THoMAs-FATTIER　 1982:355]。
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　写真2:mampingoの 木25)で 作 られた 人形。 人を殺 すために用い られ るが,も し

このく クス リ〉の所持者 が若 い場合 には,〈 クス リ〉の持 つ成長 を止め る働 きによ っ

て,所 持者 自身 も早死 にす る。

　写真3:真 中に結 び目のある鉄の棒 。 この棒 を,あ る土 地 に3回 突 き刺 す と,そ の

土地の牛 を手 に入れ,ま た く土地の主 〉(tompon-tany)26)の 人 び とを殺 す ことがで き

る。

　写真4:木 とパ イプでで きた銃 の模型。 これ を作 った人が,あ る人 に怒 りをおぼえ

た場合,こ の物体 をその人に向 ける と,そ の向 けられた人 は必 ず死 ぬ。

　写真5:人 骨。 これを相手 の家 の中に埋 める と,そ の家 に10人 の子供 がいた場合,

そ の中の8人 まで が死ぬ。

　写真6:赤 い糸 を巻 いた ワニの牙。 〈邪術師 〉が,人 を殺すの に都合の良い 日を選

ぶ際 に使 用する。

　最近で は,ツ ィミヘテ ィ方言だ けではな く各方言 において,〈 邪悪な クス リ〉(a6dy

ratsy)に 代 わ って,フ ランス語 のpoisonに 由来す るpoizinaと い う単語 が頻繁 に用

い られて いる。 この く毒 〉とい う外来系 の単語 が担 っているメ ッセージは,そ の死 に

至 る危険性 に対す る喚起力の強 さに在 るが,〈 邪悪 なクス リ〉の一部 にく毒 〉とい う

新 しいラベルが貼 られ るようにな ったか らとい って,〈 邪悪な クス リ〉に対す る知識

とそれを巡 るイメージとが,人 び との間でよ り共通 したものと して受 けいれ られ るよ

うにな ったわ けで はな い。すなわ ち,殺 鼠剤 や ライターの石 といったa系 の物質 の存

在 は,〈 邪悪な クス リ〉を具体的 に目に見え る形で人 び とに示 しているだけで はな く,

む しろ,日 常身 のまわ りにごろごろ して いるつま らない物で も,ち ょっと した使 い方

で誰 で も人 を殺す ことがで きる との知識 と経験 を与える点において,何 処 にで もある

く邪悪 なクス リ〉 とい う共通の確信の側面を こそ強化 しているので ある。 〈邪悪な ク

ス リ〉で あれ く毒 〉で あれ,ま たそれが 目に見え る物体 として考 え られていよ うとも,

そ こには常 に人 び とに とって未知な る部分,或 いは闇の領域 が不可分 に広 がって いる。

先 に写真 を掲 げて説朋 を付 したb系 の物体 に して も,そ れが〈邪悪 なクス リ〉で ある

のは,そ のく大呪医 〉がそれ らの物体 をく邪悪な クス リ〉と断 じているか らこそで あ

り,マ ダガスカル人 であ るな らば,そ れ らの品を一見 しただけでくクス リ〉で あるこ

25)ラ テ ン語名称は不明であるが,芯 まで黒色の極めて硬質な低木であり,trombaに おいて王

　霊を降霊させる際に必須の杖も,こ の木から作 られる。

26)後 述するように,あ る土地に最初に定住し,村 を作り,水 田を拓き,墓 を設けたとされてい

　る人間を〈牛の頭〉(lohan'omby),こ の開祖の共系子孫にあたる男女 すべてを く土地の主〉

　 (tompon'tany)と 呼び,そ の土地における豊穣の祝福を,神(zanahary)と 祖先(razana)か ら

　受ける権利を集合的に保有する。
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とはす ぐに解 るとしても,そ れらが何のくクス リ〉であるのか,言 わばその正邪を見

極めることのできる人は,ご く少数である。そうであるにもかかわ らず,〈 大呪医〉

のまわりを取り巻 きながら,そ れらの物体を見つめるその時の村びとのまなざ しは,

眉間にしわを寄せ息をひそめて,あ からさまな恐怖の表情を示 していたのである。

　身のまわりと共に,そ れ以外にも自分達 にはよくは見えないが様々なく邪悪なクス

リ〉やく毒〉が間違いな く存在するというところが,〈 呪医〉ではないごく普通のツ

ィミヘティ族の人びとの考えである。 このく邪悪なクスリ〉は確かにあまね く存在す

るにもかかわらず,そ れらは日常的経験の世界を超えても存在するという集合的な思

考が,そ れらによってくやられる〉(voa)こ とに対する人びとの恐怖感を増大させ,

またその恐怖感を偶発的ではない生活上の行動 として表出させるのである。

V.フ ィア ラバ ・ムニ ナの 論 理 と 〈土地 の主 〉の世 界

　 本章 では,〈 邪術 〉が表 出す る社会的脈絡 と過程を呈示 するに際 して必要 とされ る,

村 落 レベル におけ るツ ィミヘ ティ族の社会構成 とその論 理につ いて記述す る。

　 全体 を政 治的に統轄す る王国の よ うな機構 や制度を もたな いツィ ミヘ ティ族 社会 の

基本 単位 は,「 村」 に求 めることがで きる。 けれども,日 本語 で一言 「村」 と翻 訳す

る ことの可能な単位 には,3つ の異 なる位相 が存在 する。

　 その第一 には,fokontanyで あ る。 フク ンター二は,公 選 に基 づ く村 長 と行政委員

を擁 し,18歳 以 上の男女の出席 を求めて開かれる村会(fivoriam-be)を そ の意志決定

の機関 とす る,マ ダガスカル民主共和 国を構成 する最小の行政単位 と しての 「村」で

あ る。 この フクンタ ー二 に対 しては,そ の領域 内にお ける民事 や軽 い刑事上 の紛争 や

もめご との調停権及び科料 を限度 とする立法権 が,公 的 に与え られてい る。後述 する

フクヌルナの レベルでの紛争 など も,こ のフク ンター二の村会 におけ る討議 ない し村

長の同意を経 た上で,県(fivondronam-pokontany)の レベルか ら設 置されてい る裁

判所或 いは憲兵 隊への提訴 に至 る ことが,住 民 たちの間ではひ とつの不文律 として受

け入 れ られている27)。

　 その第二は,tananaで あ る。 タナナは,地 理的景観か らみ た,家 屋 の集 ま りとし

ての 「集落 」を指 している。 ツィ ミヘ ティ族の集落 は,南 北 を軸 とす る平行線上 に家

屋 が建 ち並ぶ集村 の形態 を とり,タ ナナは景観上,容 易 かつ明確 に識別 され る。 さら

27)フ ク ンター二の制度的な成立過程とそのマダガスカルの行政機構全体の中での位置づけなど

　 については,[深 澤 ・他1987]の 第W章 を参照のこと。
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に,ツ ィミヘ ティ族の人 び とは,森 や洞穴 の中で はな く,家 を建て,こ のタナナを形

成 しそ こに寄 り集 ま って住 む ことを,稲 作や牛の牧畜 と共 に,人 聞(olombelona)を

人 間た らしめる必須 の要件 と考えて いる。

　 その第三は,fokon'010naで あ る。 フクヌルナは,行 政村 との連絡役 にあたる内部

選 出された村 長28)を 有 し,同 じく18歳 以 上の男性を主体 とす る全住居者 に参加権 ・発

言権 ・招集権 ・提訴権 が与 え られた集会29》(voria)を 意 志決定 の場 とする,民 の側 か

らのくム ラ〉である。 フクヌル ナは,近 隣の フクヌルナ との間でその境界 を取 り決 め

た領域(faritany)を 持 ち,こ の領域内 にお ける紛 争や もめ ごとはその内容 を問わず,

す べて当該 のフクヌル ナの集会 の場 にお ける討議の対象 とされ,そ の調停 と解決 が図

られ る。集会 の場における決議事項 は,「 全会一致」を意味す るdinaと 呼 ばれ,フ ク

ヌルナの構成員 を,そ のこ とを決議 した集会への 出席 と欠席及 び反対 の意見表明な ど

を問わず等 しく拘束 する。このデ ィーナ に対する違反 や不服従 は,戒 告(toro-hevitra)

・科 料(sazy)・ 上 訴
,或 いは日常の挨拶を除 くい か な る付 き合 いや助力 をも差 し止

め るくム ラ八分 〉(ariam-pokon'olona)の 制裁 によ って処分 される30)。 フ クヌルナは

また,道 路 ・井戸 ・小学校 ・牛の放牧場(kijany)な どを作 り,運 営す ると共 に,領 域

内の未耕作地 と非耕作地(tany　 lava-bolo)を そ の管 理下 に置 き,他 の フクヌルナか ら

来 た人間 のフクル ナ内部への家屋をかまえての定住及 びその管 理下 にある土地の用益

と耕地化 は,集 会 にお ける討議を経て個別 に裁可 される。 フクヌル ナは,基 本的 に法

一政 治的な単位で あ り
,土 地 につ いてはその共有地 と未耕作 一非耕作地部分 に関 して

のみ管理集団 と して存在す る。未耕作地 と非耕作地 は,フ クヌル ナの全構成員 に対 し

て開かれ てお り,集 会の席上,開 懇や耕作 その ものの承認 と次 にその区画の承認 を得

る ことによって,こ れを焼畑(tetiky)・ 畑(viiofio)・ 水 田(tanim-bary)と して耕作

す ることが可能 とされて いる。 さらに,フ クヌル ナの成員 との間 にいかな る親族 関係

(fihavanana)を 持 たな い他所者(vahiny)に さ え,こ の集会 での討議 いかんで は,

28)村 長(chef)は,集 会において選出されるが,あ くまでも行政村との間の対外的な連絡役と

　 しての役割だけが与えられており,〈 ムラ〉の内部では何らの特権も優越性も認められてはい

　ない。むしろ,行 政村との連絡役として行ったり来たりしなければならないことが嫌われ,人

　びとによってあまり積極的に望まれることのない役職である。

29)18歳 以上の女性に対 しても等しく,集 会の参加権 ・発言権 ・招集権 ・提訴権が認められては

　いるものの,通 常の集会では特にその参加が求められない限 り,女 性は出席 しない。

30)〈 ム ラ〉の構成員以外のそれも全 くの他所者が,〈 ムラ〉の内部で,牛 を盗んだり或いは米

　倉(riha)を 壊 して中の籾米を盗んだ場合,こ れを現行犯で発見 したならば,〈 ムラ〉びとは

　殺害しても構わないものとされている。行政村のレベルでも,泥 棒やスリ.詐 欺師が掴まって

　ほぼ私刑の状態で殺されることがあり,か かる場合,憲 兵隊はその事実を知 っていても,フ ク

　ヌルナやフクンター二に介入しないことが原則である。
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定住 と土地取得 の可能性 が与え られてい る31》。

　 ッィ ミヘテ ィ族 の土地(tany)を 巡 る観念 には,土 地 の法 的な所有 の側面 と共 に,

土 地の霊 的一祭祀 的な所有 の側面が認め られ る。 すなわち,フ クヌル ナがその集会を

通 じて土地 の法 的所有 の側面 を管轄す る一方,〈 牛の頭 〉(lohan'omby)と 呼 ばれ る,

そ の土地に最初 に定住 し,灌漑 水路 を 設 けて 水田を拓 き,村 を作 り,墓 を設 けた人

間,言 わ ばその村の開祖,そ の共系子孫cognatic　 descendants　 lこあたるく土地の主 〉

(tompon'tany)ま た は く土地の子孫 〉(zafin'tany)と 呼 ば れ る男女だ けが,土 地の

霊的一祭祀 的所有者 と考 え られ,祖 先の墓 に埋葬 され る権利 を持つ と共 に,そ の 中の

男系子孫agnatic　 descendantsの 長老 男性 は,そ の土地及 び聖地32)に お いて,神 と祖

先 に対す る供犠(j6ro)ま た は祈願(tsikafara)を 司祭 す る権利 を有 す ることで ある。

　 ツィ ミヘテ ィ族 の場合,〈 ム ラ〉はく土地の主 〉の人 び とを中心 に構成 され てはい

るものの33),前 述 のよ うに他所者 をも構造的 にその 中に含 み うるものであ る。したが

って,〈 ム ラ〉は,全 会一致 の共 同性 を成員 が遵守 す るという行為 によ って成立す る

ものであ るの に対 し,〈 土地 の主 〉 とは,あ くまで も村 の開祖 を頂 点 とす る親族関係

によって相互 に結びつけ られた人 び との集合体で あ り,墓 ・供 犠 ・祈願 な どの霊 的一

祭祀的側面 にお いてのみ,〈 ム ラ〉内で 自らの優越性を他所者 に対 して主張 する もの

で ある。 このくム ラ〉を構成す る共同性の論 理の中核 は,「 一緒 に住む こ と」と直訳 さ

れ るfiaraha-moninaの 語 に求 め られ る。 フ ィアラハ ム ・ムニナ とは,「 皆でや るべ

きことを一緒 にな って行な う」,「皆 の言 うところに したが う」,「皆 で決めた ことを互

いに守 る」 という一見平凡 な,し か し強烈な 日常生活の感覚 に他 な らない。 したが っ

て,「 〈ムラ〉 に棄 て られる」 を意味す るariam-pokon'010na,す な わ ち くム ラ八

分 〉の制裁 にお いては,「 皆 でや るべ きところを一緒 にな って行なわない」,「 皆 の言

うところに したがわな い」,「皆で決めた ことを守 らな い」 というフィアラハム ・ムニ

31)調 査対象の村落では,1950年 代 にフクヌルナの管理下にあった未耕作一非耕作地が,そ の成

　 員の間で分割所有されるに至 り,現 在では全 くの他所者が新たに定住 し耕地を拓 くことのでき

　 る可能性は,ほ とんどなくなっている。またそれに伴ない,耕 作期間中に限定された用益権の

　 行使として,フ クヌルナの管理地において 「自由に」行なわれていた焼畑耕作は,フ クヌルナ

　 の各成員の所有地内に限って行なわれるようになっている。ただし,〈 土地の主〉のカテゴ リ

　 ーに属する人間であれば,た とえ他のフクヌルナに生まれ育ちそこに耕地を持 って居住してい

　 ようとも,自 分がく土地の主〉であるフクター二に定住 し或いは耕地などの相続を受けること

　 が可能である。

32)3つ の石に支えられた偏平なテーブル状の石と石柱,も しくは供犠 した牛の頭骸骨をかけて

　 おく木柱の付属 した施設及び場所で,集 落内にあるものをtofiy,集 落外にあるものを10kambato

　 と呼ぶ。　 ここでは,〈 土地の主〉の中の男系成員の長老男性が司祭(mpij6ro)と な り,神

　 (zanaha・y)と 祖先(razana)に 対する様々な願かけ(tsikafara)及 びそのかけた願の成就に伴な

　 う誓約履行の供犠(ala-tsikafara)を 司る。
33)調 査対象村落の場合,1985年2月 時点の総人口331人 の内,婚 入 してきた男女があわせて51

　 人,連 れ子などの理由に基く居住者が17人 で,他 所者の全人口に占める割合は20.5%で あ る。
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ナの論理との対峙行為が,殺 人 ・〈邪術〉の行使 ・墓及び祖先の冒濱 と並ぶ,生 活共

同体であるくムラ〉からの排除の理由事項 として規定されているのである。他方,開

祖を中心として形成されるく土地の主 〉のカテゴリーに属する人びとの相互の結びつ

きは,祖 先の共有を起点とする親族関係によって与えられており,そ の結果,フ ィア

ラバ ・ムニナの論理を中核に据えるくムラ〉のレベルにおけるくムラ八分 〉の制裁は,

この親族関係そのものとそれに裏づけられたく土地の主〉の人びとの持つ霊的一祭祀

的優位性を,否 定 し或いは断ち切るものではないことを指摘することがで きる。

W.告 発 され た 〈邪術〉

　本章では,定 住調査中のAntanimalandy村(仮 名)に おいて,「誰それが何々した

そうだ」という日常の語 りの枠を突 きぬけて,実 際にく邪術〉が,〈 ムラ〉の集会 と

行政村の村会に提出された唯一の事例を巡る社会的脈絡 と経過を明らかにすることを

目的とする。

1.　 〈ム ラ 八 分〉

　 ア ンタニマ ランデ ィ村で は,1983年 か ら現在 に至 るまで,〈 ム ラ八分 〉が行なわれ

て いる。事の起 こりは,10年 近 く前 に,ジ ョン ・アルマ ンという〈土地 の主 〉に属す

る70歳 を超 え る長老 男性 とその弟 のべナイヴ達 が,西 にあ る山の斜面 のくム ラ〉の共

有 地の中 に,自 分達専用 の牛 の放牧場を設 けた時点 に遡 る。牛 の放牧場(kij　any)は,

稲 作が行なわれ る12月 か ら6月 にかけての期間,牛 が稲を食 いあ らす ことを防 ぐため

に,役 牛 として農作業 などに用 い られ る一部の牛を除 くくムラ〉じゅうの牛 を,柵 を

巡 ら した中に放牧 してお く囲い地で あ り,〈 ムラ〉の共有 地 と して扱 われている。 こ

の キザ ー二を巡 る柵 の総延長 は数 キロに及ぶ一方,柵 自体は,木 の杭 にラフ ィヤ椰子

の葉柄 を樹皮で縛 りつ けただ けの造作 のた め,毎 年乾季 の間 にこれを補修或 いは造 り

直す必要 が生 じる。 この作業 は,〈 ム ラ〉の共 同労 働(asa蝕ambanalla)と して18

歳 以 上の男性成 員一人一人 に対 し数十 メー トルの分担箇所 が割 りあて られ,分 担を期

日までに遂行 しな かった男性 からは,凡 そ2,000円 の罰金が徴収 され る。 この ことは,

〈ム ラの取 り決め 〉(dinam-pokon'olona)で あ るだけで はな く,稲 作を 円滑 に進め,

期 間中の もめ ごとを防止す る見地か ら,行 政村 の レベルで も同 じよ うに規定 されて い

る。

　 さて,自 分達専用 のキザ ー二を構 え始 めたジ ョン・アルマ ン兄弟達 は,〈 ムラ〉の キ
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ザ ー二の柵 につ いての上記 の共 同労働 を果 たさな いようにな り,そ の結果,〈 ム ラ〉

から罰金 を徴収 され ることとな った。 それで もジ ョン ・アルマ ン達 は何度 か罰金 の納

入 に応 じたものの,1983年 に入 るや,ア ンタニ・マ ランディ村 内部 での この罰金 の他 の

未納者3入 の名前 を,行 政村 を管轄 す る郡(firaisam-pokontany)の 役 場,一 説で は

憲兵隊,に 密告 した。 ア ンタニマラ ンデ ィ村の村 びとに言 わせ れば,ジ ョン ・アルマ

ンがくムラ〉の内部の事柄 を外部 に密告 したのは,こ の ことが最初で はな く,そ れ以

前 にも何度かあ った との ことである。 このことは,人 び との知 るところ とな り,ジ ョ

ン ・アルマ ンが集会の席 上に呼びだされ,事 の真偽 が糾問 された。 それを否認 するジ

ョン ・アルマ ンと名前をあげて密告 された とする3人 を巡 って,集 会は紛糾 した。席

上,激 高 したジ ョン ・アルマ ンは,入 び とに対 し,ッ ィ ミヘテ ィ族 におけ る最大 の侮

辱 の言葉,``vadin'amboa!",「 犬 の夫(妻)」 すなわ ち 「犬 と寝 ろ!」,を 発 して誹諺

(manasaha)し た34)。 怒 った人 びとは,ジ ョン ・アルマ ンに対 し,牛1頭 を差 し出 し

た上で,誹 諦 したことを浄 める(manasa)た め の供犠を行な うことを要求 した。 しか

しな が ら,こ のたび重な るくム ラ〉の要求 を,ジ ョン ・アルマ ンが拒否 し続 けたため,

同 じ年の半ば過ぎ,〈 ムラ〉は,

　 a.ジ ョ ン ・アルマ ン本人 とそのfianakaviana35)

　 b.そ の フィアナカヴ ィアナへ の婚入女性及 び男性

　 c・ ジ ョン ・アルマ ンのフ ィアナカヴィアナ と の互 助協 同労働関係(asa　 raiky)36)

　　 を解消 しなか ったサ リース ィと呼ばれ る40才 ぐらいの女性 とその子供達

の合計8世 帯37人 を,ジ ョン ・アルマ ンが牛 を差 し出 して供犠を行な うまで,無 期 限

34)ツ ィ ミヘティ族において犬(amboa)は,狩 猟や番犬として多くの家庭で飼育されているに

　もかかわらず,〈 最低の動物〉(biby　farany　alnbany)と 見なされている。犬を食べることは,

　人間を食べることと同様に強く禁止されており,ま たく犬と寝ろ!〉(vadin'amboa)及 びく死

　に犬!〉(amboa　 maty)は,最 も強い紋切りがたの侮辱の言葉のひとつである。けれども,こ

　こに記述したくムラ八分〉に至る過程とその原因は,あ くまでもくムラ〉の側に立つ人びとと

　のインタビューに基づ くものであり,ガ イジンである私自身も基本的にはくムラ〉の成員であ

　ることを余儀なくされた結果,ジ ョン・アルマン側からの同事件に対する説明やコメントを得

　ることはできなかった。したがって,こ のような誹誘事件が,実 際にあったことなのかについ

　ては多少の疑問が残るところである。すなわち,〈 ムラ〉びとの側には,誹 諺そのものよりも,

　 ジョン・アルマンの繰り返されてきたと言われるくムラの共同生活〉,フ ィアラバ ・ムニナを

　破壊するような言動こそを 「許 し難い」(tsy　manjary)と 考えているふ しが見 られ,<犬 と寝

　ろ!〉 の一件は,〈 ムラ〉の側の今回のくムラ八分〉に関する対外的な理由づけとも思えるの

　である。

35)fianakavianaは,凡 そ3～4世 代内の親子関係と兄弟姉妹関係によって結ばれた人びとを指

　すが,詳 しくは,[深 澤1987:121-138]を 参照のこと。

36)除 草 ・耕起 もしくは踏耕 ・移植 ・収穫 ・牛蹄脱穀 ・風選という水稲耕作上の作業を対象とす

　る,参 加者相互の互酬的労働力の交換とその組織を,asa　 raiky,す なわちくひとつの仕事〉と

　呼ぶ。 主として,親 子 ・兄弟姉妹関係から構成されるが,詳 しくは,[FUKAZAWA　 l　988]を

　参照のこと。

276



深澤　 遍在する邪術,見 えない邪術

にくム ラ八分 〉に処す ることを改めて集会 において決議 した。その結果,ジ ョン ・ア

ル マ ン達 の側 は,現 在 もなおア ンタニマ ランデ ィ村 内に居住を続 けてい るものの,井

戸 とワクチ ン接種用の牛 囲い及 び先述 のキザ ー二につ いては 自分達 専用のそれを独力

で作 って用 い,ま た子供達 は,ア ンタニマ ランデ ィ村 の小学校で はな く,行 政村の役

場 のある隣村 のAntananbe村(仮 名)の 小学校 の方 に通 って いる。〈 ムラ〉の人 び

ととこの ジ ョン ・アルマ ン側 の人 び ととの間で は,規 定通 り日常の挨拶を除 くいかな

る付 き合 いや助力 も行 なわれてお らず,〈 ム ラ〉の側 の人び とは,少 な くとも張本人

で あるジ ョン ・アルマ ンが亡 くなるまで このままの状態で くム ラ八分 〉は続 くもの と

予測 して いる3?)。

2.告 発

　 A.　 う わ さ

　 1984年12月 初 旬:私 が出国 ビザ の申請 のために首都のア ンタナナ リヴに出向いた間

に,ア ンタニマ ランデ ィ村で は,〈 ムラ〉の側 に立つ男性の娘 の結婚 式の祝 いの宴 が

催 され る。 その相手 の男性 が,ア ンタニマ ランデ ィ村 と同 じ行政村 に属 する村 の出身

であ ったため に,そ の宴 の席 には近郷近在か ら多数の人び とが集 ま った。 と,そ の集

ま った人び との間で誰 が言 うともな く,ジ ョン ・アルマ ンた ちと共 にくムラ八分 〉に

処せ られて いるサ リース ィの20才 にな る息子 ラベザ フィが,〈 邪悪 なクス リ〉を手 に

入 れ,ア ンタニマ ランディの くムラ〉の側の人間の殺 害を企 てている との話 がささや

かれ る(図2参 照)。 しか し,こ の時,話 はそれ以上 に進展せず,単 な る うわ さ(korana)

と して一旦は立 ち消えたかた ちとなる。

　 B.告 発

　 1984年12月30日:正 月 もま じか とな った30日 の晩に,ア ンタニマ ラ ンディ村で,男

女 のくムラ〉び と全員の集会への参加 がふれまわ られる。 その席 で,デ ニ ーズ ィとい

う30才 にな るく土地の主 〉の女性,ジ ョン・アル マ ンのイ トコでサ リース ィのくオバ 〉

(niny　hely)で あ りまた ラベザ フィのイ トコにあたる,が 次 のよ うな話 を公 に した。

　　　今日昼間,自 分(デ ニィーズ)が 魚釣 りから帰ってくる途中,隣 り村のアンタナンベの28

　　歳になる男性ラベザーラと出会い,挨 拶をしてから立ち話をした。 「そっちの村の方の正月

　　はどうだい,に ぎやかになりそうかね」などといったおしゃべりをしていると,ラ ベザーラ

37)〈 ム ラ八分〉とは言っても,ツ ィミヘティ族にとって最も重要な生業である水稲耕作におい

　て,〈 ムラ〉はジョン・アルマン側の人びとの水田への水の供給を断ち切ってはいない上,そ

　の8世 帯37人 という人数は,稲 作や牧畜の作業を協同で進めてゆく上で十分な労働力を提供 し

　ており,そ の与える経済的な打撃は大きなものではない。ただ し,ツ ィミヘティ族の場合,火

　事や葬式に際しても,〈 ムラ〉はくムラ八分〉にされた人びとに対する助力を一切行なわない。
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図2　 〈邪術〉告発を巡る人間関係

が急に,「 ところで,気 をつけたほうがいいぜ。あんたの村のラベザフィが,俺 の所から,

〈クスリ〉を買っていってさ。正月に〈ムラ〉の若者3人 ほどを殺そうと企てているぜ」と注意

してくれた。

　 この発言 を受けたくム ラ〉び との側は,デ ニ ーズ ィの発言 内容 の真偽 に関す る質問

を発 した ものの,そ れはご く手短な ものであ り,第 三者 か らの証言 や裏付 けが得 られ

なか ったに もかかわ らず,集 会 の焦点は次の3つ の事柄 の決議 へ と移行 した。

　 a.村 内にく邪悪 なクス リ〉を売 った人間がい ると言 われているが,こ のことが本

当か否 か確 かめて頂 きたい旨の手紙を,フ クヌルナ ・ア ンタニマ ランデ ィ名で,ア ン
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タナ ンベの行政村長宛て に提 出す る　　 事実上 の提訴38)一 一一

　 b・ 今後,ラ ベザ フィと2人 で話 を した り,居 る ところを目撃 された人 間 も同様 に,

そ の場でくム ラ八分 〉に処 する。

　 c・ 正月の間 は,一 人一人が,こ とに他村 か らの人間 に十分気 をつ け,〈 クス リ〉

の酒な どへの混入 を監視 する。

　 当日の集会の場 には,渦 中の ラベザ フィはもちろん,ジ ョン ・アルマ ン側 の人間 は

一人 も出席 していない
。

　C.正 月

1985年 正 月:飲 酒 ・飽食 ・踊 り,例 年 のご ときどん ちゃん騒 ぎの うちに4日 間 が過

ぎる。酒 に酔 った一人 のくム ラ〉の青年 が殴打事件 を引 き起 こ した ことを除 いて これ

といった 出来 事 もな く,心 配 されたく邪悪な クス リ〉の被害者は皆無 であ った。

　 D.対 決

　 行政村長よ り,12月30日 の集会で の合意 に基づ いて提 出された手紙 に記述 され た事

柄を巡 る村会を,行 政村 の役場 のある村で あると共 に,ラ ベザ ーラの居住す るア ンタ

ナ ンベ村 にお いて,開 催 す る旨の通知 がある。村会の前 日,ア ンタニマ ランデ ィ村で

は夜集会があ り,当 日のデニーズ ィの証言内容の確認が行なわれ,フ クヌル ナ ・ア ン

タニマ ランデ ィとしてデニーズ ィを村会の場で全面支援 してゆ くべ きことが申 し合わ

せ られる。

　 1985年1月15日:ア ンタナ ンベ村 にお いて,行 政村長の司会 の もと,フ ク ンター二

・ア ンタナ ンベを構成 するア ンタニマ ランディを含 む4つ すべ てのフ クヌル ナか ら男

女が集ま り,午 前10時 半 か ら2時 間 ほど村会が開かれ る。 この 日は,告 発人 にあたる

デニ ーズ ィ,〈 邪悪 なクス リ〉を売 ったとされ るラベザ ーラ,そ れを買 った とされ る

ラベザ フィ,三 者 がは じめて同 じ場所で相 対峙 す る。村会 は,始 ま ってほどな くして

堂堂巡 りの議論 に陥 った。すなわ ち,デ ニ ーズ ィは12月30日 の集会 の席上 にお ける発

言 をやや緊張 しな がらもその まま繰 り返 したの に対 し,ラ ベザ ー ラはその 日その場所

でデニーズ ィと出会 って話を したことまでは認 めた ものの,言 われて いるような内容

の話,こ とにく邪悪な クス リ〉をラベザ フィに売 った ことを否認 し,ラ ベザ フィもま

た同様 にラベザ ー ラからく邪悪な クス リ〉を買 った ことを強 く否定 したのであ る。ア

38)マ ダガスカルの刑法上は,次 のように規定されている;第473条 以下を500フ ラ ン(マ ダガ

　 スカル ・フラン　FMG)以 上25000フ ラン以下の罰金及び/も しくは29日以下の禁鋼に処す。

　第6項 非現実的な事柄を占い,診 断し,説 明する者 ・〈クス リ〉を所持する者 ・墓の上で踊

　 る者 ・人びとに影響を与えるような邪術師sorciersの 資質をひけらかした者[M.J.1983:

　 155-156原 文 フランス語]。 毒殺そのものに対 しては,死 刑が適用される。

279



国立民族学博物館研究報告　 13巻2号

ンタニマ ランデ ィ村で の集会 と同 じく,こ こで も,デ ニーズ ィ,ラ ベザ ーラ,ラ ベザ

フ ィ,い ずれ の発言 をも確証或 いは否定 す る村会 出席者 の側 か らの具体的な反応を得

ることはで きなか った。 ア ンタニマ ランデ ィ村 の住 民の一人 は,結 婚式 の席上で ささ

やかれた毒殺 の うわさの件 につ いて述べたが,「 証拠 が足 りな い」 とす ぐに人 び とに

よ って却下 され た。 討議 が進 まない中,「 結局,確 か なこ とと言え ば,デ ニ ーズ ィが,

ラベザ ー ラとラベザ フィが く邪悪な クス リ〉を売 った買 ったな どと,2人 を誹諺 した

ことだけだ」 など とい う一老人 の とん ちんかんな発言 が飛 び出 し,こ の言葉 に怒 った

デニ ーズ ィが,「 私 は何 だって構わな いんだよ!　 ああ,必 要 とあ らば,こ の場でタ

ンゲ ーナの毒 を飲ん だっていいんだ よ!」 と叫 び,こ れに対 しラベザ ーラも,「 俺 だ

って,タ ンゲ ーナを飲んでみせ るぜ!」 と切 り返 し,一 時村会 の場 が騒然 とな った。

しか しなが ら,タ ンゲ ーナを用 いた試罪は今 日では非合法で あ り,さ りとて,タ ンゲ

ーナ以外 に
,当 事者で はな い第三者か らの証言 や 目撃 が得 られない状況で,こ の問題

に決 を下 す方法 は存在 しな い と言 って よか った。結局,行 政村長 か らの全体 の議論 を

締 め括 る発言 もなされな いまま,デ ニ ーズ ィ ・ラベザー ラ ・ラベザ フ ィの3人 につ い

て,こ とさらに処分な しというかたちで,村 会 は昼す ぎに閉会 した。

　 E.そ の 後

　 この村会後,ア ンタニマ ラ ンデ ィのくム ラ〉の側 に立つ人達 の何人 かに直接質問を

した ところ,ラ ベザ ーラ とラベザ フィの2人 を本当 に白 と考える人 は皆無で,「 恐 ら

くそ うだ ろ う」か ら 「そ うに決ま っている」 まで確信 の度合 に差 が認 められた ものの,

大 方 の心証 は依然 として 「限 りな く黒 に近 い灰色」 とい うあた りに定 まっていた。デ

ニーズ ィ自身 は,「 私 が,〈 ムラ〉の皆 に言 ったか ら,皆 が注意 して,正 月 に一人 の被

害者 を出す こともな く済んだんだ。だか ら,言 って良 か ったさ」 と語 って いる。仮 に,

ラベザ フ ィの有罪 が,村 会 の場で立証 された として も,〈 邪悪 なクス リ〉を含む く邪

術 〉の行使 は,〈 ムラの取 り決め 〉にしたがえぱ,〈 ム ラ八分 〉の制裁を受 けること

にな り,現 在 くムラ八分 〉にされている人間 が重ね て処分 され るという奇妙な事 態が

生 じた ことで あろ う。 その後,ア ンタニマ ランデ ィ村で は,新 たな く邪術 〉の告発な

どは発生 していない一方,〈 ム ラ八分 〉その ものは現在 に至 るまで続行 中で ある。

3.　 関係 の トライ ァ ングル

　上記 のく邪術 〉告発事件 を,ひ とつの社会劇 と して読 み進 むには,ア ンタニマ ラ ン

デ ィ村 の人 び とによって知 られて いる,デ ニ ーズ ィとラベザ ー ラとラベザ フィ,3人

の個人情報 と3人 を巡 る関係 の三角形 について説 明を加 える必要 がある。
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　 デニーズィ:30歳,既 婚 の女性。 ア ンタニマ ラ ンディ村 に,二 番めの夫 とその間 に

で きた5人 の子供 と共 に住 んでい る。 ア ンタ ニマ ラ ンディ村内では,隆 霊 による託宣

(tromba)を 主 催す ることで知 られて いるが,気 難 しい女性 ではな く,む しろ一般 に

は頓狂 と見 なされ ている。

　 ラベザ ーラ:ア ンタナ ンベ村 に住 む,28歳 の 既婚男性。

　 ラベザ フィ:20歳 の未婚 男性。母 サ リース ィの7人 の子供の中の二番 めであ り,こ

の兄弟姉妹 は全 員その父親 が ちが うと言われ ている。当時,母 のサ リース ィは,ラ ベ

ザ フィ以下6人 の子達 とア ンタニマ ランデ ィ村 に住んで いる。サ リース ィは,気 性 の

激 しい女性 と して村 内で は有 名で あ る。 ラベザ フ ィ自身 は,こ の告発事件以 前か ら,

あ まり人 と付 き合 いたが らない性格で あると言われて いる。

　 A,デ ニ ーズ ィとラベザ ー ラ

　 デニ ーズ ィの亡 くな った父 はア ンタニマ ラ ンディ村の く土地の主 〉である(図2参

照)の に対 し,そ の母 は ラベザ ー ラと同 じア ンタナ ンベ村の出身であ る。 ア ンタナ ン

ベ村 には,デ ニ ーズ ィのオ ジ ・オバ やイ トコ達が住んで お り,デ ニ ーズ ィやその母 と

兄弟姉妹は,頻 繁 にそれ らの家 に立 ち寄 った り,宿 泊 した りして いる。またデニーズ

ィは,第4学 年 まで しかないア ンタニマ ランデ ィ村の小学校ではな く,最 終学年 まで

あるアンタナ ンベ村 の小学校 に,そ のイ トコの家か ら娘 と息子た ちを通学 させている。

このため,デ ニ ーズ ィ自身 はア ンタナ ンベの くムラ〉の構成員ではない ものの,そ の

村人達 との間 に深 い面 識 と付 き合 いを持 ち,人 び との個人情報 につ いて も通暁 してい

る。 ラベザ ーラ個人 に対 して もその例外で はな く,デ ニ ーズ ィとラベザ ーラの2人 が

行 き合 えば,単 なる隣村 の人 同士 が行 き合 った以上の会話が交わ され るであろ うこと

は,ア ンタニマ ランデ ィ村 の誰 もが思 うところであ る。 ラベザ ーラが,そ の ことが仮

に表沙 汰 にな った とすれば累 が自分 に及ぶ にもかかわ らず,「 ラベザフ ィに く邪悪 な

クス リ〉を売 った」 とデニーズ ィに語 ったことにつ いては疑 問が残 るに して も,ラ ベ

ザ ーラとデニーズ ィとの間な らば,そ の ような話がな されて もおか しくはない間柄で

ある と,人 びとが考え ることので きるだけの状況 は与 え られていた。

　 B,デ ニ ーズ ィ とラベザ フィ

　 ラベザ フ ィの母サ リース ィか らみて,デ ニ ーズ ィはMBDに あ た り,ツ ィミヘテ ィ

族 の関係 名称上 は,niny　 hely,す な わ ちく小 さな母 〉一オバに類別 され る関係 に位置

す る。一方,ラ ベザ フィか らみて もデニ ーズ ィは,自 己 と+2世 代 或 いは,-2世 代

の親族 との関係 を示すampiafyの 名称が適用 され る関係 にあ る。 ところがそれだけ

で はな く,ラ ベザ フ ィの実父はア ンタナ ンベ村 の人で あ り,デ ニーズ ィの母 とはイ ト
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コ関係(ampianadahy)に あ り,そ の結果,デ ニーズィ とラベザ フィの2人 は,父 方

親族(fokondray),母 方 親族(fokondreny),双 方 の面で親族関係 に置かれて いる。 さ

らに,ラ ベザ フィの母サ リース ィと実 父 とはすで に離婚 して いるものの,ラ ベザ フ ィ

は,母 の住んで いるア ンタニマ ランデ ィ村 と父 の住んで いるアンタナ ンベ村の双方 を

行 った り来 た りして いる。以上の点よ り,ア ンタニマラ ンディの くムラ〉の側 の人び

とには,デ ニーズ ィが,ラ ベザ ーラか ら話 しがあ った とされる12月30日 以 前の段階で,

す で にく邪悪な クス リ〉に対す るラベザフ ィの言動 を何 らかのかたちで知 っていたの

で はな いか との推測を生む に足 るだけの脈絡 が用 意されて いた。

　 C.　 ラベザ ーラ とラベザ フィ

　 ラベザ ー ラとラベザ フ ィとの関係 もまた双 面的である。 まず第一 に,ラ ベザ フィの

実父 は,ラ ベザ ー ラと同 じア ンタナ ンベ村 の出身 であ り,先 述 したようにラベザ フィ

自身,父 の村 と母 の村 とを行 った り来 た り しているため,ア ンタナンベ村の人た ちと

も日常 的な付 き合 いがあ り,デ ニ ーズ ィ同様二 つの村 の事 どもを詳 しく知 っている立

場 にあ る。 ここで付言 してお くな らば,〈 ム ラ八 分 〉は,フ クヌル ナ ・ア ンタ ニマ ラ

ンデ ィだ け の 問題で あ り,フ クヌルナ ・ア ンタニマ ランデ ィとフクヌル ナ ・アンタ

ナ ンベ とは同 じ行政村 に属す るものの,先 の ジ ョン ・アルマ ンを含 めラベザ フィたち

は,他 の フクヌルナ においては〈ムラ八分 〉な どの制裁 を一切課せ られてはいな い。

第二 に,ラ ベザ ーラは,ラ ベザ フィの母方親族 であ り,な おかつ,ツ ィミヘティ族の

関係名称 にお いてzama,す な わ ち母方オ ジに類別 される位 置にある。 ツィ ミヘ ティ

族文化 は,こ の母方 オ ジ(zama)と 姉 妹 の子供(asidy)と の間 に,物 質 的及 び祭祀的

な庇護一依存関係の特性 を与 えてお り,そ の ことは,割 礼(famosiran-j　 aza)に お い

て子供の切除 された包皮 を嚥下 す るのはその母方オ ジであ ること,供 犠(j6ro)に 際 し

て牛 が無 い場合,人 は自己の母方 オジに牛の無償提 供を求め る権 利を持 ち,母 方 オジ

はその依頼を断わ ることがで きない こと,人 は,そ の母方 オジ及 びその妻(zena)に 対

し性 的な仕草や性的な内容を包む冗談(godaha)を 言 って もかまわない こと,な どの

場面で表現 されて いる。 この ような直接 な庇護 を提供す る義務を負 うのは,あ る人 の

MBで あ るものの,そ の庇護 一依存 とい う関係 の特性 自体 は,類 別的な母方 オ ジーオ

ィ関係の間柄 にまで期 待 され るもので ある。 したがって,仮 にオィ にあた るラベザ フ

ィか らく邪悪な クス リ〉の提供 もし くは売却 を求 め られ た とす るな らば,そ の類別 的

な母方オ ジにあたるラベザ ーラがそれを作 って売 った としても,オ ィに対す る援 助 と

い う視点か らも,あ りうる行為 とア ンタニマ ランデ ィの くムラ〉の側の人び とに思わ

せ るだけの配役 がで きあがっていたのであ る。 さ らに,ラ ベザ ーラ本人 につ いて も,
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ア ンタニマ ランデ ィ村 の若者 の中の彼 を知 る者 の一 部は,「 あ～,あ いつな らや りかね

ないな」 との評価を 口に して いる。

　デニ ーズ ィか ら,ラ ベザ フィ とラベザ ーラの2人 を巡 ってく邪術 〉行使 の用意 とい

う唐突 な告発 がなされ た時点で,〈 ムラ八分 〉の渦 中にあ るラベザ フ ィに対す るア ン

タニマ ランデ ィのくム ラ〉の人 び との心証 が,ほ とん ど黒一点 に固ま った ことは,以

上の ような入間 関係 と社会 的脈絡 とが人 びとの共通の了解 の もとに背景 として存在 し

たためであ り,そ の ことは,誰 の目にも証言や証 拠上の不備 と弱点が明 らかで あるに も

かかわ らず,本 来な らばこ とにあた って慎重 であ るべ き長老男性達(zokin'olonaa)39》

を 含めたくム ラ〉の人 び とが,何 の反対 もな いまま行 政村 への性急 な提訴 に及んだ過

程 に示 されている。

W.遍 在す る 〈邪術〉,見 えない 〈邪術〉

　このく邪術〉告発事件は,結 果 としては未遂事件であり,事 実そのものは,村 会の

場においてさえ証拠不十分で裁定なしに終わった,も ろく透 き通るとでも表現で きる

ような事どもの繋がりにすぎない。〈邪悪なクス リ〉を見た人間もいなければ,そ の

く邪術〉の被害者がでたわけでもない。人びとの目に見えた唯一のものと言えば,告

発 したデニーズィと告発されたラベザフィとラベザーラ及び3人 を取り巻 く関係の ト

ライアングルだけである。ラベザーラがく邪悪なクスリ〉を本当に作 って売 ったのか,

ラベザフィがそれを本当に買って使おうとしたのか,事 実の真偽については,そ の3

人以外に知りうる人間はいない。また,同 じツィミヘティ族 の人間であったとしても,

アンタニマランディのくムラ〉とは第三者的立場にある限 り,タ ンゲーナによる試罪

を行なう以外に,そ の真偽を確証で きる方法と手段は存在 しない。

　 しかしながら,こ の一連のできごとを社会劇 として見渡すならば,1984年12月30日

の集会の場において,〈 邪術 〉に〈やられる〉(voa)こ とに対する潜在的な恐怖が,

その場に居あわせた人びとを等 しく捉えた瞬間から,問 題は事実関係の真偽から,な

ぜ人びとがそう思ったのかという,言 わば確信の構造へ と一挙に転換 したのである。

39)ツ ィミヘティ族社会は,年 齢に基づいたごくゆるい階梯を持 っており,子 供もしくは孫まで

　を持つに至 った凡そ50歳 以上の男性達を,集 合的にs()ja-beま たはzokin'olofiaと 呼ぶ。〈も

　のがわかる〉(mahay　 raha)人 び ととしてその長い人生の中で培われた経験と知識に対し敬意

　が表わされると共に,そ の中の く土地の主〉の男性は,そ の土地での供犠執行者(mpij6ro)

　を務めることができる。 ことに,〈 土地の主〉 の男系長老男性は,そ の土地における司祭

　 (mpitana-kobay)と して供犠や誓願(tsikafara)を 司 る。
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表2〈 邪 術〉 の 表 出 の 状 況

量蕩ミ

1

2

3

4

5

被 対 象

Mahajanga

の町に居住す
る22才 の既婚

男性

行 為 者

その男性と共
に酒を飲んで
いた仕事仲間

ムラの若者3

人

隣村に婚出し
ていた22才 の
女性

1

村八分にされ
ている内の一

人の20才 の未婚
男性

その女性の愛
人である男性もしく
はその

夫の愛人であ
る女性

Mahajanga
の町に居住す

る21才 の未婚
女性

その女性の愛
人の男性

10才 の 少 年 不 明

結 果

入院後3日
めに死亡

未 遂

衰弱後回復

衰弱後回復

場 所 状 況 と 症 状 判 定 の 基 準

Mahajanga

の 町

1984年12月:州 都 の
Mahajangaの 町 の酒

場で,同 じTsimihety
族の仕事仲間5～6人
と共に市販のラム酒を

飲んでいた男性が急に倒
れ,病 院に運ばれる

ムラ人同士の会話の中

に於ける,1)そ の男性
は通常余り酒を飲まな
い,2)そ れまで健康で

あ った,3)酒 を飲んで
いた中で,そ の男性だ

けが倒れたことを根拠
とする判断

村

婚出先の村

1984年12月:村 八分に
されている一人の若者
が,そ の母方オジから
くくす り〉を買 い求
め,正 月の騒ぎにまぎ
れてムラの若者を 「毒
殺」しようと図る

1985年1月:隣 村に婚
出していた女性が,そ
の夫方の村に於いて,

昏倒と興奮状態を繰り
返すと共に,食 べた物
をもどすなど拒食傾向
を示し,衰 弱する

他のムラ人からの伝聞

夫方のムラのく呪医〉
による診断

Mahajanga

の 町

死 亡県庁所在地の町B

1985年2月:州 都 の
Mahajangaの 町 で,

21才 の未婚の女性が男
友達と共に首都にむか
おうとした直前から妬
吐がはじまり,衰 弱す
る

Mahajanga市 内 に 居

住 す るAntslranana州

出 身 の 女 性 に よ る
trombaを 降霊 させ た

託 宣

1985年7月:県 庁所在
地の町Bに 遊びに行 っ
ていた村の少年が,町
から村に帰った直後か
ら下痢をはじめ,翌 日
の未明に死亡する

ムラ人同士の会詰の中
に於ける,1)そ の少年
は朝まで元気だった,
2)町 か ら戻った直後か
ら下痢がはじまった,
3)10時 間 も経たないう
ちに死亡したことを根
拠とする判断

判定の結果

aody ratsy

〈邪 悪 な く

す り 〉

aody ratsy

<邪 悪 な く

す り〉

njarinintsy

「邪悪 な く

す り の 一

種 」

nlarinintsy

「邪 悪 な く

す り の 一

種」

aody ratsy

〈邪 悪 な く

す り 〉

対 処 の 方 法

入院先の公立病院
では,内 臓疾患と
診断したものの,
その病因について
は不明であると語
ったと言われる

原 因 他

不 明

ムラの側が,集 会

での決定を経て,
行政村に対して事
実上の提訴を行な
う

夫方のムラのく妬
医〉がa6dygasy「民間治療薬」を

調合 して服用させ
る。三日ほどして
から里帰りし静養
する

村八分にされ
ている青年の
ムラ側の若者
に対する 「仕

返 し」

被害者の女性
の愛人である
男性もしくは夫
の愛人であ
る女性の恨み
または呪嫉

trombaを 行 なっ

た女性が,町 の市

場 でa6dygasy「
民間治療薬」を
買い求めて服用さ
せる

被害者の女性
の他の男友達
の恨みまたは
嘔嫉

殆ど対処療法がなさ
れないまま死亡不 明

國

ロド

お

N
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1.　 〈邪術 〉の 空間論

　 表2は,1983年12月 か ら1986年10月 ま での期間 に,ア ンタニマ ランデ ィ村 の居住者

もしくは出身者が,〈 邪術 〉にや られた とされる事例 を,私 の位置か ら知 りえた限 り,

一一一eeに したもので ある
。今回の告発事件 にあたる事例2だ けが,未 遂事件であ る。 残

る4例 の内,2例 は く邪悪な クス リ〉による死亡例,2例 がnjarinintsyと 呼 ばれ る

く邪悪 なクス リ〉の一種 による被害 例で ある。

　 〈邪悪 なクス リ〉による死亡事件は,1984年12月 と1985年7月 に生 じており,前 者

では22才 の既婚男性 が,後 者では10才 の少年 が犠牲 とな っている。両事件 とも,占 い

(sikidy)や 降 霊(tromba)40)と い った文化的 に定形化 されたで きごとの解釈装 置や過

程 を通 してく邪悪な クス リ〉のそれ らの死 におけ る介在 が指摘 され たわ けではな く,

〈 ム ラ〉人相互 の会話(korana)の 中 で醸成 された,見 聞 したで きごとに基づ く原因

の認定 が根拠 とされて いる。前者の例 についてその経過 を少 し詳 しく記 述す る。

　 1984年12月20日:私 が首都 アンタナナ リヴでの出国 ビザ 申請書 の提 出を終え,州 都

のマハ ザ ンガの町 か ら再 び調査村落 に戻 ろうとした時の ことである。マハザ ンガの町

の長距 離バス とタクシーの発着所でA県 行 きのバスを待 っている と,見 知 らぬ男性か

らア ンタニマラ ンディの村 に行 くのか とずば り尋ね られる。私 がそうだ と答え ると,

村 に住 む一人 の男性 の名を挙げ,そ の男性 を知 っているか と重ね て尋ね られ る。勿論

と述 べる と,そ の初対面 の男 は,そ の男性 宛て に伝言 を頼 まれて くれな いか と言 うの

で,こ れを承知す る。 その伝言の内容 とは,ア ンタニマ ランデ ィ村 に住む一人の男性

の姉 の息子 が仲間 と酒 を飲んで いて倒れ,病 院 に担 ぎ込 まれたが重体で あ り,で きれ

ば男性 に看病 に来 てほ しいというものであ った。 ちなみに,入 院 している患者の食事

の仕 度及 び身 のまわ りの世話,指 示 された薬品の購 入などは,患 者 の家族,親 族或 い

は仲 間が行なわな けれ ばな らな い。

　 1984年12月22日:午 後,ア ンタニマ ランデ ィの村 に着 き,早 速 このことを件の男性

に伝え る。 ところが,そ の男性 は,前 日の21日 に入院中のそのオイが死亡 したことを

40)trombaは,自 己の祖霊(razana)以 外の霊 侮hahy)に よる憑依(mitsangana)の 総称である。

　 その降霊会において現われる霊は,隣 接するサカラヴァ族の王族の霊が多いものの,メ リナ族

　 の王族の霊や同じツィミヘティ族 の人間の霊或いは幼児 の霊が降りることもある。kalanoro

　 と呼ばれる山野に棲む背が低く髪の長い女性の姿をした〈もの〉(raha)の 愚依については,

　 トルンバと呼称上区別されるだけではなく,降 霊会の開催の方法が異なっている。 トルンバに愚

　 依された人間は,当 初様々な病気(dika)や 不幸を経験し,そ の降霊会においてトルンバの愚依

　 を指摘され,そ れ以降 トルンバの霊を受け容れ,特 定の禁忌の遵守或いは降霊会への参加や開

　催という形で一定の関係を結ぶに至 っている例が多い。人は トルンバとの関係を結ぶことによ

　 って以前の病気から解放されるだけではなく,逆 に,自 分が降霊を通 じて他者の病気や不幸の

　原因を占う力を手に入れることができるようになる。〈呪医〉が原則として男性であるのに対

　 し,ト ルンバは原則として女性によって扱われている[cf.　EsTRADE　 l985:1-375]。
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知 らせ る電報を受 け取 った と教えて くれた。 その日の夕方,下 宿先 の家 で,村 内第三

番 めの長老の67歳 にな る大家 さん と話 を している と,話 題は先の青年 の死 の ことに及

んだ。大家 さんは,「 町 じゃここら田舎 と違 って,ラ ム酒 なん かが安 く買え るか らね。

若 い奴 あよ く飲み過ぎて身体を こわすもん さ。毎 日酒なんぞ飲んで いるのは良 くない

もんだ」 と語 り,酒 の飲み過ぎがその青年 の死因で あると考えてい る様子 であ った。

　 1984年12月23日:こ の 日の午 後,マ ハザ ンガの町 に居 住す るア ンタニマ ランデ ィ村

の 出身者な どに付 き添 われ,そ の青年 の遺体 が,ト ラ ックでマハ ザ ンガの町か ら送 り

返 されて くる。父方の村へ と遺 体を移送 する途 中,そ の母の 出身村 であ り,ま た母方

オ ジの住む ア ンタニマ ランデ ィ村 においても牛1頭 を屠 って葬式を行な う。遺体 と共

に付 き添 って来た人び とによって青年 の倒 れた前後 に関す るより詳 しい情報が もた ら

され たこ とか ら,葬 式の始 ま った宵までには,前 日大家 さんが語 って いたよ うな単 な

る飲み過 ぎが死因であ るとす る説 は影 をひそめ,〈 ム ラ〉人 たちの間で は,``Voan'ny

raha　 tsy　manjary",す な わ ち 「良 くないものにやられ た」 との説 が定着 して いた。

その判断の根拠 とされたのは,

　 a.そ の男性は,28歳 と若 く,常 日頃健康で あった,

　 b.そ の 男性 は,毎 日ラム酒な どを飲むよ うな酒 びた りの生活 を送 って いたわ けで

　 はなか った,

　 c.数 人 の仲間 と共 に酒を飲んでいた中で,そ の男性 だけが急 に くずれ るように倒

　 れた,

の3点 で あ った。 しか し,そ の犯人については,一 緒 に酒 を飲んで いた仕事仲 間の誰

かで あろ うとい う事柄以上の ことは断定 されず,ま たその動機 につ いて もことに語 ら

れる ことはなか った。

　第二 の,〈 邪悪 なクス リ〉によって死 んだ少年 の事件 は,私 の調査期間 中に生 じた

ことで はな いため,〈 ムラ〉人の間でそ う決定 するに至 った過程 と根拠 が明 らかでは

ないが,そ の 日の朝 まで元気で あった10歳 になる少年 が,夕 方,村 から7kmほ ど離

れた県庁所在地 の町 か ら帰 って ほどな くして下痢 をは じめ,次 の日の朝,人 びとがそ

の家を訪 れた ときにはすで に眠 るがごと くの状態で死 んでいた と語 られ ている。 ここ

で,死 因 と しての 〈邪術 〉 の占め る位 置について付言す るな らば,1983年12月 か ら

1986年10月 まで の間 にア ンタニマ ランデ ィ村 においては,ツ ィミヘテ ィ族 の文化 によ

ってまだ人間(olombelona)と は 見な されない歯 が生 える以前 の乳幼児 を除 き14人 の

死者 がでたが,そ の中で〈邪術 〉を原因 とされた ものが先 の2例 で あ り,症 状 として

は慢性 的な ものよ りも急性 的な もの にく邪術 〉を疑 う傾 向が認 め られ る。 ・
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　次 は,njarinintsyの 被 害2例 についてで ある。　 njarinintsyと は,〈 邪悪な クス

リ〉による被害 の中で も幾つかの特有な症 状 と状況 を示 す ことによって知 られ,そ の

ような種類 のく邪術 〉及 びく邪術 〉にや られた状態を,ン ザ リニ ンッ ィと総称 して い

る。 その特有な症状 と状況 とは,

　 a.被 害 者 の大半 ぽ女性,そ れ も10代 か ら20代 を 中心 とす る若 い女性 である こと

　 b.そ の原因の大半 は,恋 愛 関係 のもつれ にあ るとされて いること

　 c.被 害者 は,死 に至 る ことはまれであ るものの,急 性の精神的な興奪状態 や錯乱

状態或 いは昏倒 を伴 い,嘔 吐 や拒食状態 を続 け,著 しい衰 弱状態 に陥 ること

で あ り,中 央 高地を 中心 とす る現代 マダガスカルで 名高 い く生 きた囲い〉(ambala-

velona)と 呼 ばれ るく邪術 〉と同質 の ものであ ると言 われている[HARDYMAN　 l　974:

54-64;cf・PolRIER　 　I987:277-289]。

　 ンザ リニ ンツィの事 例 については,先 の死亡例 と異な り,〈 呪医 〉の診 断及 び トル

ンバの降霊の託宣 というツィ ミヘテ ィ族文化 にお いて,定 形化 されたで きごとの解釈

装置及 び過程を経てその原因が確定 され た も ので,そ れぞれ く呪医 〉とトルンバの降

霊者 から,〈 民間治療薬 〉(a6dy　 gasy)41)の 具 体的な処方箋 も与え られてい る。 ンザ

リニ ンッィの実行行為者 は,被 害者 の女性 の男友達 も しくは,被 害者の女性の夫 の女

友達,す なわ ち三角関係 の当事者 の一人,と 指示 され,ま たその動機 につ いて もく恨

み〉(lolom-po)も し くはく嫉妬 〉(alofia)と 説 明 されて いる。 しか しなが ら,ン ザ

リニ ンッ ィは,そ れを巡 る症 状 と状況 がひ とつ のセ ッ トとしてあま りにも定 形化 され

て流布 され ているため,〈 呪医 〉の診 断や トルンバ の託宣 は,「 生の ままの現実 に矯正

を加 え,こ れを捉え ど こ ろの な い対象 か ら一定 の知識へ と変化 させ る」[サ イー ド

1986:67]と い うよ りも,す で に一定 の矯 正を加 え られた対象 を もう一度 同 じ知識の

言葉 で呈示 してみせ ているにす ぎな いと言 うこともで きる。

　 以 上の5例 が,皿 章で述べた 「語 りとしてのく邪術 〉 とく邪術師 〉」と異 な り,直 接

的または個別 的な攻撃力 として表出された く邪 術 〉であ る。 ところが,そ のく邪術 〉

にや られた場所及 びく邪術 〉の実行行為者 と被 害者 との関係 に着 目する と,そ こには

一定 のパ タ ーンの存在 が明 らか とな る。すなわ ち,事 例1に おけ る州都 マハザ ンガ の

町 と同 じツィ ミヘテ ィ族 ではあるが被害者の仕事仲 間の男性,事 例3に おける婚 出先

41)a6dy　 gasyを 直訳すれば,〈 マダガスカルのクス リ〉の意で,病 院や薬局にある医薬品,

　fanafodyも しくはa6dy　vazaha〈 ガイジンのクスリ〉,と の対比で語られ,〈 邪悪なクスリ〉

　もこのアオディ・ガシの内に含まれる。屠大な種類のアオディ ・ガシが存在 し,一 例では,ッ

　ィミヘティ族の場合,下 痢には竈の灰を煮たててその上澄み液を服用させる,潰 瘍にはゴキブ

　 リを潰しその内臓を患部に塗布する,ビ ルハルツ住自吸虫症にはアフリカマイマイの殻にレモ

　ンの汁を入れよくふってから服用させるなどの処置がとられている。
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の隣村と被害者の夫の女友達もしくは被害者自身の男友達,事 例4に おける同じマハ

ザンガの町と被害者の男友達,事 例5に おける県庁所在地のB町 とその町の不特定多

数の中の誰か,こ のような組み合わせは,被 害者からみた場合,空 間的にはく祖先の

村〉(tanindrazana)42》 であるアンタニマランディ村の外でく邪術〉を被 り,社 会関

係上は,親 族関係をもたない他所者 との間で〈邪術〉が発生 していることを示 してい

るのである。 したがってこのことは,間 接的また集合的な攻撃力として常に人びとの

語 りの枠の中に囲い込まれた形で表出されるく邪術〉において導き出されたくうちの

村 〉を 「内」 と置き,そ の空間的な 「外」に位置する人 と場所に対 しては,〈 邪術〉

の行使をも常に予期することのできる非親和的な属性が与えられているというッィミ

ヘティ族文化のパターンが,直 接的また個別的な攻撃力として表出されるく邪術〉に

於 いても繰 り返されることを示 しているのである。それ故,先 に述べた 「うちの村で

は大丈夫だが,他 所に行ったらく邪術 〉に気をつけろ」という忠告の根底を成すく邪

術〉に対する恐怖感は,空 間上の 「外」に他者性を見出す世界観に基づ く対象の定ま

らない莫たる不安と共に,ッ ィミヘティ族の人びとにとっては,日 常生活の中での経

験法則にも裏うちされた感情と言 うことができる。

　 しかしながら,事 例2は,ア ンタニマランディ村のく土地の主 〉に属する青年が,

〈邪術〉の行為者の側に,同 じアンタニマ ランディ村のく土地の主 〉の若者が被害者

の側に設定された 「異例の」できごとであった。その 「異例さ」については,12月30

日の集会の席上における長老達の,「親族(ny　olofia　mihavana)の 間で,〈 邪術〉だ

へったくれだなどとの話は,こ の村 じゃ前代未聞のこった」 との言葉が物語 っており,

それはまたく邪術〉についての人びとの経験法則の世界の破綻の表明でもあった。

2.　 親族 の ドグマ

　 ッ ィミヘティ方言 を含 めた,マ ダガスカル語 の多 くの方言 にお いて,havanaと い

う名詞が用 いられて いる。 ッィミヘテ ィ族 の人 び と自身が与え るこの語 の定 義 とは,

``Ny　010fia　razana　 raiky"
,「 祖 先 をひ とつ にす る人 び と」で あ り,そ れ自体 は極 め

て明確な 内容で ある。 ツィ ミヘテ ィ族 の人 び とに とって,

　 a.牛 の屠殺 を伴 な う葬式(fandevenana)

42)あ る土地の開祖を起点とし,そ の共系子孫のカテゴリーに含まれる人びとがく土地の主〉で

　 あるのに対し,あ る個人にとって自分が く土地の主〉 の称号と権利を得ることのできる村を

　 tanindrazana,〈 祖先の村〉と呼ぶ。人は,そ のく祖先の村〉においては,定 住権 ・祖先の墓

　への被埋葬権 ・供犠や誓願などを中心とする祭祀権のすべて もしくは一部,を 持っている。た

　 だし,一 人の人間にとってのく祖先の村〉は唯一つではなく,ツ ィミヘティ族は親族内婚を禁

　止する結果,2n(nは 自己からの世代数)だ けのく祖先の村〉を,理 論上は持ちうることになる。
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　 b・ 〈祖先 の村 〉にあるく祖先 の墓 〉(ampasan-drazana)へ の遺体 の埋葬

　 c.死 後数年 後 に行 なわれ る,死 者 の取 り分 とされ る牛の供犠(rasa　 hariafia)

の3つ の儀 礼的過程 を経 た,自 己よ り上位世代 に属す る直系及び傍系 ライ ン上の死者

は,男 性で あれ女性であれすべ て 自己の祖先(razana)で あ る43)。 そ れ らの祖先 の中

で,直 系 ライ ン上 に位置す る2・(nは 世 代数)の 数の うちの1人 の祖先 を同 じ くす る

か否か が,自 己か らみてあ る入をハ ヴ ァナに含 めるか どうかの分かれめ にあたる。現

実 には,nの 数 は3程 度 に限 られ,ま た男系 ライ ン上の死者の名をその他 の ライ ン上の

祖先 の名 よりも上位世代 まで記憶 す る傾向 が見 られ るものの,自 己があ る人 をハ ヴ ァ

ナと分類す るか否かの起 点 と しての祖先 は,FFFで あ れFMFで あれMFMで あれ

或 いはMMMで あ れ,い ずれ も等価 であ りかつ また有効で あることに変わ りはない。

この点において,ハ ヴ ァナは,起 点 とす る祖 先の複数性 と系統性linialityの 非 限定

性 に基づ く,両 系的bilateralも し くは多系 的multilinealな 概 念 ということがで きる。

したがって,ハ ヴ ァナの限定 的意味の用法上 は,ハ ヴ ァナ同士の男女の性 関係 と婚姻

の双方 がくイ ンセス ト〉(mandoza)と して禁 止 され る44)結 果,配 偶者 のハヴ ァナ及

びハ ヴ ァナの配偶者 という婚姻関係を媒介 とす る人 び と については,``Karaha　 ha-

vana　 rizareo,　fa　tsy　tefia　izy",す な わ ち 「彼 らはハ ヴ ァナのよ うな人び とではあ る

が,本 物(の ハヴ ァナ)で はない」 と表現 され,ハ ヴ ァナのカテゴ リーか らは除外さ

れ,vaviha,〈 姻 族 〉の カテゴ リーの内 に含 め られ る。 また,自 己 とこの祖先を共有

しうる親族 関係(丘havanana)を 持 たない人 び とはすべて,他 所者(vahiny)の カテ

ゴ リーに分類 され る。

　一方,ハ ヴ ァナは,こ れ をその実際の会話 の脈絡 においてみ るとき,望 まれ た社会

的関係 の表現 として用 いられ ることを,ツ ィ ミヘテ ィ族 の人 び とによるハヴ ァナの規

定 とは別 に,指 摘 す ることがで きる。 すな わち,も し我 々が,「 親族で ある我 々は……

云 々」(Tsika　 mihavana)を 村 会 にお ける演説 中 に用いる行政村長 に対 し,或 いは 「我

我はひ とつの親族 だ」(Tsika　 havana　 raiky)を よ く公言 するア ンタニマ ランデ ィ村

43)遺 体 もしくはその骨の見つからない死者に対しては,牛 を供犠した上でく祖先の村〉に石柱

　 (tsangam-bato)を 建立しなければならない。 このような儀礼的措置をとらないで,上 記の3

　 つの儀礼的過程の遂行を怠った場合,死 者は,幽 霊(lolO)と な って子供や子孫の夢に現われる,

　病気や生活上の様々な障害をもたらす,と される。上記の儀礼的過程を経た祖先は,原 則にそ

　の子孫を祝福する(mitahy)存 在である。なお,祖 先から子孫,親 から子供に対しては,骨

　 (ta61afia)と血(lio),2つ の身体を構成する基質が伝達されるものの,そ の伝達の様式と男女

　の系統性linialityと の関連は不明確である。

44)親 族関係にある男女が性関係をもつと,こ とに女性が病気になるためとして説明され,そ の

　場合には,〈 浄める〉(manasa)た めの供犠をく土地の主〉の長老の手によって執行 してもら

　わなければならない。このくインセス ト〉を意味するmandozaの 語根は,「災い」を指すloza

　 である[ABINM　 et　MALzAc　 1955:414-415]。
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の人に対 し,「あなたは,自 分達 は親族 だ と言 いま したが,誰 それ は婚入者や連れ子 で,

あな たた ちと同一の祖先 ではないので はあ りませ んか?そ れなの になぜ,親 族だ と言

うこ とがで きるのですか?」 と質問 を した場合,そ の答 えは,〈 姻族 〉に対 して と同

様,「 自分達 は親族 のよ うな ものだか ら」とい う形で与え られ ることであ る。で は,何

が 「親族 の ような もの」なのであろ うか?こ の問 いには,「 親族で ある我 々」の後 に続

く紋切 り型 と言 ってよい語句 とその後 に期待 され る会話 内容 が,そ の答えを暗示 して

いる。 〈親族 〉と公 に言 えぱ,そ の後 には,「 互 いに愛 し合 う」(mifankatia),「 互 い

に助 け合 う」(mifanampy),「 互 いに(親 しく)付 き合 う」(mifankahazo),「 互 い

に悪 い ことを しない」(tsy　mifanao　 ratsy),或 いはそれ に 「必ず～ しな けれ ばな らな

い」(tsy　mailltsy)を 加 えた語句 が頻繁 に付随 し,次 に期待 されまた展 開されるのは,

「だか ら皆で何 々しよ う」,「だか ら皆で何 々す るのをや めよ う」とい う話者 と聴 き手 と

の間 における行為の共同性の設定 である。 ここで,ハ ヴ ァナ に与 え られているのは,

絶 対的 に 「良 きもの」 としての表現で ある。 ここにおいてハ ヴ ァナは,祖 先の共有/

非 共有 とい う規準 に基づいて絶対 的に区分 され る親族 カテゴ リーか ら,親 族 に期待 さ

れ る行動 の共有/非 共有 とい う規準 に基づ いて相 対的 に区分 され る社会関係或 いは社

会 カテゴ リーへ と移行す る。 この親族 カテゴ リーと してのハ ヴ ァナ と社会 カテゴ リー

としてのハヴ ァナ,2つ の使用基準 は,話 者 の置かれた社会 的状況や場面 に依拠す る

一方
,カ テゴ リー としてのハヴ ァナは,常 に先述 したく他所者 〉(vahiny)の カ テゴ

リーと 「AとAで な いもの」 との関係 で対 を成 し,M.ブ ロ ックが指摘 するように,

非 系譜 的人間 の排除 と系譜 的親族 の包含/非 系譜的人間の包含 と系譜 的親族 の排除の

双方 を,ハ ヴ ァナの一語が担 うこととな る[BLocH　 l971:58-60]。 す なわ ち,親 族

カテゴ リーとしてのハヴ ァナ に属す る人間で あっても,〈 ムラ〉に居住 していなか っ

た り或 いはくム ラ〉に加 わ っていなければ,社 会 カテ ゴ リーとしてのハ ヴ ァナか らは

排 除され,逆 に,親 族 カテゴ リー としての ハ ヴ ァナには 属 さな い本来的 には く他所

者 〉で あるはず の人間で も,〈 ムラ〉での生活 を認 められ,〈 ム ラ〉の義務 を受 けい

れてそれを 日常 的に果 たすな らば,社 会 カテゴ リー としてのハヴ ァナ に包含 され るの

である。

ハヴ ァナ とは 「内」な るカテゴ リーの人 び とで あ り,行 為の共 同性 を期待 しうる親

和的な関係 と置かれ,〈 他所者 〉とは 「外」 なるカテゴ リーの人び とであ り,潜 在 的

にく邪術 〉の可能性 と危険性を予期 しうる非親和 的な関係 と置かれてい る。 このく邪

術 〉を巡 る人 び との集合的な恐怖 と警戒 の感情 の,〈 親族 〉/〈 他所者 〉の区分 との

対応,こ の ことが,ツ ィミヘテ ィ族 或いはマダ ガスカル人 に広 く見 られ る,親 族 の ド
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グマであ る。親族 の ドグマ に基づ く,最 も望 ま しくまた安定 した生活は,ハ ヴ ァナ と

の共 同 ・共住生活 に求 められ るが,そ のよ うな生活 が現実 に成立す る可能性はゼ ロに

等 しく,ハ ヴ ァナは常 に,〈 共住 〉(fiaraha-monina)の 論 理 を軸 にく他所者 〉を も構

造 的 に巻 きこみなが ら形成 されてい るくム ラ〉を媒介 とす ることによってのみ生活共

同体 として存在 しえ るのであ る。 したが って,親 族 の ドグマ もまた,親 族 カテゴ リー

/社 会 カテゴ リーと してのハヴ ァナの区分 を基準 とするもので あ り,そ こにこそ 「前

代未 聞の」 〈邪術 〉事件が生成 した,人 び との確信 の根拠 があるのであ る。

3.　 他者性の論理

　何を 「自分達 にあらざるもの」,す なわち他者性と置き,ま たその他者性がどのよ

うな関係,ど のような脈絡,ど のような状況において表出されるかは,そ れぞれの文

化及び社会ごとに多様であ りうる問題である。 しかしその一方,巻 頭のジンメルの言

葉 にしたがえば,他 者性とは,空 闇的距離と社会的距離 との掛け算によって一般に表

示されるものである。そこで,〈 邪術〉とくムラ〉とく親族〉を中心に展開 してきた

ツィミヘティ族文化における他者性の設定 という個別性を,そ の一般的演算に入力で

きる形に定めてみよう。

　その1:地 理的また空間的な遠近は,〈 村 〉,タ ナナ,を 起点 として与えられる。

村内に居住するか或いは村内にいる人間は空間的に近 く,村 外に居住 しまた村外にい

る人間は空間的に遠い。

　その2:社 会的な遠近には,2つ の基準がある。ひとつは,祖 先との系譜関係,こ

とに村の開祖 との系譜関係,に 基づ くく親族 〉,ハ ヴァナ,で あり,他 のひとつは共

住生活の論理(丘araha-monina)に 基づ くくムラ〉,フ クヌルナ,で ある。〈親族 〉で

ある人間は社会的に近 く,〈 親族関係〉,フ ィハ ァナナ,を 持たないく他所者〉,ヴ

ァヒー二,は 社会的に遠い。それ と同時に,〈 ムラ〉を構成する人間は社会的に近 く,

〈ムラ〉を構成 しない人間は社会的に遠い。

　以上,3つ の基準を掛け算することによって得 られるパターンの総数は,8通 りに

なる。その演算表が,表8で ある。

　パターン1　 〈ムラ〉内に住むく親族〉:最 も望ましくまた望まれる社会生活のあ

り方を示す人びとであり,そ れゆえ,〈 邪術〉の恐怖 と危険から最も遠 くに位置する

人びとである。

　パターン2　 村外に住むくムラ〉内のく親族〉:ご く少数ではあるものの,稲 作期

聞中の農繁期の一時期を除いて村外に居住する一方,〈 ムラ〉の共同労働を履行 し,
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表3

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

人の分類パターン
項 目

〈ムラ〉内に住むく親族〉

村外に住むくムラ〉内のく親族〉

〈ムラ〉内に住むく他所者〉

遠 くに住むく親族〉

〈村八分〉にされて村内に住むく親族〉

村を訪れたく他所者〉・〈客〉

村外に住むくムラ〉の成員のく他所者〉

〈他所者〉・〈邪術師〉

村

○

×

○

×

○

○

×

×

〈親族〉

○

○

×

○

○

×

×

×

〈ム ラ〉

○

○

○

×

×

×

○

×

○ 近い ×　遠い

〈ムラ〉の決まりを遵守 しているく親族 〉が存在する。パターン1の 人びとに準 じ,

〈邪術〉とは遠 くに位置する。

　パターン3　 〈ムラ〉内に住むく他所者〉:婚 入,連 れ子,集 会における承認など

の動機に基づいて村内に住み,〈 ムラ〉を構成する人びとである。調査対象村落の全

人口の20.5%は これらの人びとによって占められている。 これらの人びとの間から

く邪術〉の生 じた事例はないが,開 祖を頂点 とするく土地の主〉の人びとからみれば,

他者性が近 くに存在 している。

　パターン4　 遠 くに住むく親族〉:婚 出,移 住,就 業などの理由から,そ の居住地

を村外に定めるく親族 〉である。その居住先の言葉や習慣を身につけるまでに至 った

り,或 いはそこで生 まれ育った人びとはことに,valivotakaと 呼ばれる。 これらの人

びとも,〈 祖先の村〉に戻れば,パ ターン1の 人びととして扱われる。

　パターン5　 村内に住むくムラ八分 〉のく親族〉:先 のジョン ・アルマン及びラベ

ザフィ達が,こ のパターンに該当する。開祖を起点 とする親族関係の点からは,未 だ

に 「我々」と同 じく土地の主 〉であるにもかかわ らず,共 住生活の論理を中心 とする

くムラ〉の祖点からは他者であるという境界性を帯びる入び とである45)。このパター

ンの人びとから 「親族同士でく邪術〉だへったくれだは,う ちの村 じゃ前代未聞のこ

った」と長老達を して語 らしめた〈邪術〉の恐怖と危険が生 じている。

　パターン6　 村を訪れたく他所者〉:〈 親族〉でもな くくムラ〉の成員でもない入

間が村にやって来た時,そ の人間はく客〉としてもてな しの対象であると同時に,臼

45)〈 ムラ〉の側の人びとも,〈 ムラ八分〉にされている人びとが同じ村内で神と祖先に対する

　供犠を行なうことや同じ祖先の墓に埋葬されることを禁止 したり妨げたりはしていない。ただ,

　 〈ムラ〉の側の人びとは,そ のような機会に出席 したり,助 力を与えたりはしないだけである。

　また,〈 ムラ〉の側のく土地の主〉の司祭は,聖 地において誓願の成就の供犠を行なうに際し,

　村の祖先の名前と共に,ジ ョン・アルマンの父やサ リースィの祖母の名を呼びかけ,彼 らもま

　だ同一のく親族〉であることを肯定し公にしている。
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常的には盗みを警戒 し,時 にはそのく邪術 〉の行使を恐れる対象であるとの両義的な

属性を付与される。すなわち,ツ ィミヘティ方言を含むマダガスカル語一般 において,

〈客〉とく他所者 〉は,同 じvahinyの 一語をもって表わされるのである。実際にも,

ラベザフィによるく邪悪なクスリ〉の準備と行使計画が公表された際,〈 ムラ〉の側

の人びとは,ラ ベザフィ自身がそれを飲食物の中に混入させるのではな く,ヴ ァヒー

二が多く行 き交 う正月の機会を捉え,ラ ベザフィがそれらのヴ ァヒー二の何人かに依

頼してく邪悪なクスリ〉を飲食物に混入させ るものとその実行方法について予測 し,

正月にはヴァヒー二の動きに十分に注意するようにとの決議が集会の場でなされてい

る。

　パターン7　 村外に住むくムラ〉の成員であるく他所者〉:〈 ムラ〉を構成 してい

たく他所者〉が村外に出て行った,或 いはくムラ〉を構成するく他所者〉のく親族 〉

の中で村外に居住する人間,が このパターンに該当する。けれども,〈 他所者 〉を含

め人は,村 内に住み共同生活をおくってはじめてくムラ〉の成員た りえるのであり,

このパターンは現実には成立する可能性が低い。

　パターン8　 〈邪術師〉 ・〈他所者〉:〈 親族 〉で もな くましてくムラ〉の成員で

もなく村の外にある存在,す なわち,直 接的かつ個別的な攻撃力 としては表出されな

いものの,何 時,何 処にでも存在 し,な おかつあたかも 「逃げ水」の如 くに現われ,

決して見ることも掴むこともできないく邪術師〉に該当し,パ ターン1の ちょうど逆

の像を形成する。告発事件において,〈 邪悪なクス リ〉を作って売ったとされるラベ

ザーラは,隣 村に居住するく他所者 〉であり,こ のパターン8と の整合性を持ってい

る。

　以上,述 べてきた北部マダガスカルのッィミヘティ族の一村落社会における,〈 邪

術〉行使計画の告発事件の根底に,〈 ムラ八分 〉を巡る社会的緊張があることは,見

やすい事実であり,そ れを否定することはできない。 しかしながら,村 内でくムラ〉

を構成 しながら生活を共にするく親族 〉の間においてさえ,或 いはそこにこそ社会的

緊張が日常的に存在するのであり,そ れにもかかわらず この告発事件は前代未聞の事

柄なのである。仮に,社 会的緊張の度合をそれに対する説明として用いたとしても,

〈ムラ八分〉を巡る社会的緊張の度合は,耕 地の分割相続を巡る異母兄弟間の争いの

社会的緊張の度合よりも高いということを証明する方法は存在 しないと言えよう。

　むしろ,〈 ムラ八分〉という社会的状況 と脈絡がもたらしたものは,開 祖 とのつな

がりという点では〈親族〉でありながら,共 住生活の論理を中心とするくムラ〉の生

活の外に立ち,そ れゆえ,社 会的カテゴリーとしてのく親族〉からはく他所者〉に区
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分される人びとが,同 じ村内に軒を接 して住んでいるという,他 所者との日常的な抵

触状況である。そのような中か ら,こ の他所者 との抵触状況は,開 祖 とのつながりを

持たないく他所者〉がくムラ〉の成員として共同に生活することによってもたらされ

る他者性との出会いと比べても,〈 邪術〉の行使の可能性までをも予期 しうる,非 親

和的な関係 として公に表わすことができるとのくムラ〉の側の人びとの共同の確信が,

生まれるに至 ったのである。そ して,前 代未聞と表現されたこのく邪術〉を巡る社会

劇の第一幕が終わった後に残されたものもまた,〈 ムラ八分〉にされている人びとと

の間の距離は,〈 邪術〉の行使の危険性 と恐怖によって語ることができるとするくム

ラ〉の側の人びとのこの確信に他ならない。すなわち,ツ ィミヘティ族の人びとにと

って,出 生によって与えられる身体的及び社会的な双面的親子関係に基づ く,<親 族

関係〉と,「皆でやるべきことを一緒 に行なう」,「皆の言 うところにしたがう」,「皆で

決あたことを互いに守る」 という論理に支えられたくムラ〉とは異なる位相に属する

ものであり,後 者が前者 に対 し上位に位置するものなのである。

　死,病 気或いは災いや不幸の説明原理としてのく邪術〉がツィミヘティ族社会にお

いて占める割合は,必 ず しも寡占的なものではなく,愚 依(tromba)・ 罪(tsiny)・ 禁

忌(fady)・ 運命(vintana)な ど,他 の説明論理もしばしば援用され,し たがって,ツ

ィミヘティ族の人びとは全 くの被害者無責任或いは免責論に与するものではない。 し

か しながら,ツ ィミヘティ族文化においては,人 間全般の性悪説よりも他所者の性悪

説の立場がとられ,人 間全般 と異なりその他所者を規定する社会的基準と脈絡 とは複

数かつ可変的でありうるがゆえに,〈 我々〉というブラックボックスを巡る他者性の

表現の言葉 としてく邪術〉は,ツ ィミヘティ族社会における通底奏音を成 し続けてい

るのである。
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